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近
代
日
中
知
識
人
の
自
他
認
識

　
　
　
　
　

―
―
思
想
交
流
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
─

　

 
序
　
近
代
日
中
知
識
人
の
相
互
認
識

　

日
本
・
中
国
と
西
洋
の
間
の
学
問
・
文
化
の
交
流
の
歴
史
に
お
い
て
、「
伝
統
」
と
「
近
代
」
的
学
問

の
衝
突
（collision

）
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
、
あ
る
い
は
ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
十
九
世
紀
後
半
以
降
に
始
ま
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、遅
く
と
も
『
解
体
新
書
』（
一
七
七
四
）、『
蘭
学
階
梯
』

（
一
七
八
三
）
の
出
版
以
降
、
日
本
の
知
識
人
の
「
蘭
学
」
へ
の
関
心
は
大
波
の
よ
う
に
高
ま
り
、
江
戸

社
会
に
も
と
も
と
あ
っ
た
儒
教
道
徳
に
新
た
に
「
蘭
学
」
が
加
わ
っ
て
、
当
時
支
配
的
な
考
え
方
で
あ
っ

た
儒
教
思
想
と
蘭
学
と
は
深
く
抵
触
し
た（

１
）。
こ
の
儒
学
と
蘭
学
の
最
初
の
「
衝
突
」
は
、
伝
統
的
道
徳
社

会
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
医
学
と
い
う
新
し
い
学
問
の
導
入
と
の
対
抗
関
係
か
ら
始
ま
っ
た
。
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十
九
世
紀
後
半
以
降
、
西
洋
の
近
代
文
明
や
産
業
技
術
が
東
ア
ジ
ア
社
会
に
押
し
寄
せ
、
人
々
の
生
活
・

思
想
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
外
来
思
想
の
到
来
に
際
し
て
、
日
本
と
中
国
の
知
識
人
は
自

国
の
伝
統
的
な
学
問
の
優
位
性
を
守
り
つ
つ
、
西
洋
文
明
の
実
学
を
摂
取
し
よ
う
と
し
、
そ
の
矛
盾
の
中

で
、「
自
他
認
識
」
を
形
成
し
た
。
即
ち
、
外
来
勢
力
（
文
明
）
に
迫
ら
れ
た
時
に
強
烈
に
他
者
を
意
識

し
て
こ
れ
と
対
峙
し
、
同
時
に
自
己
に
つ
い
て
の
認
識
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
報
告
は
、近
代
日
中
知
識
人
の
思
想
交
流
に
お
け
る「
自
他
認
識
」の
枠
組
み
を
、中
国
の
他
者（
日
本
・

西
洋
）
認
識
と
日
本
の
他
者
（
中
国
・
西
洋
）
認
識
の
異
同
か
ら
検
討
し
、
個
々
の
知
識
人
の
知
恵
・
思
想
・

主
張
と
そ
の
思
想
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
伝
統
的
な
儒
教
と
近
代
西
洋
文
明
と
の

「
葛
藤
（
衝
突
）」
の
中
で
彼
ら
が
演
じ
た
役
割
を
比
較
・
解
明
す
る
。
と
り
わ
け
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら

十
九
世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
中
の
知
識
人
、
箕
作
阮
甫
・
塩
谷
宕
陰
・
佐
久
間
象
山
・
中
村
正
直
・

岡
千
仭
（
鹿
門
）・
福
沢
諭
吉
・
岡
倉
天
心
・
王
韜
ら
が
、「
東
洋
」
の
意
識
を
持
ち
つ
つ
西
洋
社
会
と
出

会
い
、
時
世
の
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
知
識
（
学
問
）
を
摂
取
す
る
過
程
で
次
第
に
、「
自
我
」
と
「
他
者
」

と
い
う
異
な
る
認
識
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
伝
統
的
な
学
問
と
実
用
的

な
西
洋
の
学
問
に
い
か
に
対
応
し
、
い
か
に
自
ら
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
「
自
他
認
識
」

の
成
立
に
焦
点
に
当
て
る
。

　

越
境
す
る
人
々
の
交
流
を
「
東
ア
ジ
ア
」
的
視
野
で
考
え
る
場
合
、
時
間
と
対
象
を
限
定
し
な
い
限
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り
、
そ
の
意
味
は
複
雑
で
理
解
し
難
く
、
し
ば
し
ば
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。「
東
ア
ジ
ア
」
の
概
念
は
、

時
に
は
日
中
の
提
携
を
象
徴
す
る
「
興
亜
（
ア
ジ
ア
主
義
）」
に
収
斂
さ
れ
る
が
、「
ア
ジ
ア
」
は
「
一
つ
」（
日

本
）
と
解
釈
さ
れ
が
ち
で
、侵
略
戦
争
の
口
実
に
も
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
に
も
「
伝
統
と
近
代
」

の
思
想
転
換
に
関
す
る
論
考
は
少
な
く
な
い（

２
）。
本
報
告
で
は
、
近
代
日
中
知
識
人
の
歴
史
意
識
と
そ
の
思

想
変
遷
、さ
ら
に
相
互
認
識
の
軌
跡
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
比
較
、検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
　「
自
他
認
識
」
と
は
何
か

　

近
代
化
を
め
ぐ
る
日
中
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
る
と
、
十
九
世
紀
半
ば
、
魏
源
（
一
七
九
四
─
一
八
五
六
）

の
『
海
國
圖
志
』
に
お
け
る
地
理
的
な
南
洋
（
西
洋
）
の
「
発
見
」
を
契
機
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
知
識

人
は
「
西
洋
」
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う（

３
）。

一
八
六
〇
年
代
清
末
の
中

国
に
洋
務
運
動
が
起
こ
っ
て
か
ら
百
五
十
年
が
経
過
し
、
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー

来
航
か
ら
数
え
て
約
百
六
十
年
が
過
ぎ
た
。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
学
者
や
政
治
家
が
東
西
文
化
は
融
合
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、「
融
合
」
の
見
通
し
が
付
い
た
か
ど
う
か
は
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
二
年
の
今
日
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
化
、
そ
し
て
「
脱

亜
」
と
「
興
亜
」
と
い
う
複
雑
な
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
る
べ
き
か
が
重
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要
な
課
題
と
な
る
。
本
報
告
で
述
べ
る
近
代
日
中
知
識
人
の
「
自
他
認

識
」
と
は
何
か
、
そ
の
位
置
づ
け
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

十
九
世
紀
の
後
半
以
降
、
東
ア
ジ
ア
は
西
洋
列
強
の
勢
力
に
脅
か
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
の
日
中
両
国
の
知
識
人
が
自
ら
の
「
国
家
」、

あ
る
い
は
「
国
体
」
に
つ
い
て
考
え
た
際
、欧
米
諸
国
と
の
交
渉
の
中
で
、

複
数
の
天
下（
世
界
）が
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
を
次
第
に
認
識（
覚
醒
）

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
室
信
一
氏
は
「
自
ら
を
知
る
た
め
に

は
自
ら
を
映
し
出
す
鏡
な
り
、
他
者
の
存
在
な
り
が
必
要
に
な
っ
て
く

る（
４
）」
と
す
る
が
、
中
国
と
西
洋
、
日
本
と
西
洋
の
相
互
認
識
、
ま
た
は

西
洋
文
明
の
摂
取
を
め
ぐ
っ
て
、中
国
と
日
本
と
で
は
異
な
る
「
自
我
」

と
「
他
者
」
の
「
自
他
認
識
」
が
浮
か
ん
で
く
る（

５
）。

　

本
報
告
で
は
、「
伝
統
」
と
「
近
代
」
の
間
と
「
興
亜
」
と
「
脱
亜
」

の
間
で
葛
藤
す
る
思
想
転
換
の
枠
組
み
の
中
で
、
近
代
日
中
知
識
人
に

よ
る
「
自
他
認
識
」
の
外
面
的
・
内
面
的
な
知
識
要
素
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
日
中
知
識
人
が
西
洋
思
想

自他認識

日本
（伝統的学問）

↓
自画像

中国
（伝統的学問）

↓
自画像

西洋文明
（科学技術）

↓
他者像
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の
受
容
に
よ
っ
て
成
し
た
「
思
想
的
変
遷
」
と
は
何
か
、
政
治
実
体
と
文
化
価
値
と
は
何
か
。
さ
ら
に
、

東
ア
ジ
ア
の
近
代
化
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
知
識
人
は
い
か
な
る
位
相
を
占
め
、
い
か
な
る
影
響
を
も
た

ら
し
た
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
報
告
の
目
的
は
、
こ
の
「
自
他
認
識
」
と
い
う
視
座
を
用
い
て
、
近

代
日
中
の
知
識
人
が
西
洋
文
明
を
摂
取
す
る
際
に
、
激
変
し
た
時
代
を
め
ぐ
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西

洋
の
学
問
や
思
想
の
普
遍
性
・
適
宜
性
・
実
用
性
の
是
非
を
論
争
し
た
経
過
を
検
証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
人
が
持
つ
異
な
る
思
想
交
流
の
実
態
を
復
元
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
価
値
観
や
知
恵
は
、
こ

れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
　
思
想
変
遷
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

本
節
で
は
、
鎖
国
か
ら
開
国
に
至
る
ま
で
の
知
識
媒
体
―
―
西
洋
書
の
日
本
語
訳
、
箕
作
阮
甫
に
よ
る

世
界
地
理
の
知
識
の
摂
取
、
塩
谷
宕
陰
・
佐
久
間
象
山
に
よ
る
伝
統
的
知
識
と
新
し
い
知
識
の
取
捨
選
択

か
ら
生
ま
れ
た
学
問
的
価
値
の
創
造
―
―
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
語
に
精
通
し
て
い
た
津
山
藩
（
現
在
の
岡
山
県
）
出
身
の
知
識
人
箕
作
阮
甫
は
、
ア
ヘ
ン
戦

争
が
起
き
た
一
八
四
一
（
天
保
一
二
）
年
に
親
戚
の
大
村
斐
夫
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、「
唐
土
大
国
甚

且
陥
於
攻
掠
威
勢
之
下
、
本
邦
蒙
受
其
害
之
期
亦
不
遠
矣（

６
）」

と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
西
洋
勢
力
の
東
漸
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を
脅
威
と
感
じ
て
い
た
。

　

ま
た
、「
文
久
三
博
士
」
の
一
人
で
「
日
東
欧
陽
修
」
と
も
称
さ

れ
る
塩
谷
宕
陰
は
、
幕
府
の
儒
官
で
あ
っ
た
。
彼
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の

情
報
を
得
る
と
、
た
だ
ち
に
『
阿
芙
蓉
彙
聞
』、『
籌
海
私
議
』
等
の

書
籍
を
著
し
、日
本
の
海
防
を
論
じ
た
。ま
た
一
八
五
四
年
の
ペ
リ
ー

二
度
目
の
来
航
の
際
に
は
「
便
宜
二
十
ヶ
条
」
を
提
出
し
、
幕
府
に

対
し
て
軍
艦
建
造
を
建
議
し
た
。
彼
の
儒
教
観
は
、
道
徳
本
位
主
義

で
あ
り
、
西
洋
文
明
の
吸
収
は
必
ず
道
徳
を
基
礎
と
し
て
な
さ
れ
る

べ
き
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
即
ち
、
日
本
を
「
己
」
と
し
、

日
本
以
外
を
「
彼
」
と
し
、「
己
」
を
守
る
た
め
、
人
々
を
西
洋
の

知
識
か
ら
閉
ざ
す
「
鎖
国
」
を
主
張
し
た
。
ま
た
、「
彼
を
知
る
」

こ
と
を
重
視
し
、「
己
」を
守
る
為
に
国
外
の
情
報
を
蒐
集
し
た
。「
夷

漢
雑
居
」
は
「
己
」
を
「
彼
」
に
対
し
て
暴
露
し
、
外
国
人
が
虚
に

乗
じ
て
侵
入
す
る
機
会
に
な
る
と
考
え
た
。

　

松
代
藩
士
の
佐
久
間
象
山
が
外
来
の
危
機
の
克
服
を
真
剣
に
考
え

始
め
た
の
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
衝
撃
を
受
け
た
三
十
二
歳
以
降
の
こ

佐久間象山

塩谷宕陰箕作阮甫
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と
で
あ
る
。
彼
は
『
省
諐
録
』
で
、「
予
年
二
十
以
後
、乃
知
匹
夫
有
繫
一
國
。
三
十
以
後
、乃
知
有
繫
天
下
。

四
十
以
後
、
乃
知
有
繫
五
世
界（

７
）」
と
述
べ
た
。
即
ち
、
象
山
の
思
想
は
、
対
外
知
識
に
接
触
し
て
、
変
化

し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
折
よ
く
出
版
さ
れ
た
箕
作
阮
甫
の
『
和
蘭
辞
典
』
は
、象
山
が
「
蘭

学
」
を
習
い
究
め
る
た
め
の
入
門
書
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
象
山
は
「
程
朱
学
」
を
「
正
学
」
と
み
な

し
、
儒
家
思
想
を
篤
く
信
じ
て
い
た
。

　
（
一
）「
漢
学
・
西
学
並
重
」、「
中
西
合
一
」

　

明
六
社
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
中
村
正
直
は
、
東
京
学
士
会
院
に
お
け
る
「
古
今
東
西
一
致
道

徳
の
説
」（
一
八
九
〇
・
四
・
一
四
）
と
題
す
る
講
演
で
、「
支
那
の
道
徳
の
主
義
、
所
謂
孔
孟
の
教
、
所
謂

儒
者
の
道
な
る
も
の
は
、
吾
邦
に
於
い
て
も
、
応
仁
の
朝
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
盛
衰
興
廃
、
時
に
従
っ

て
一
な
ら
ず
と
雖
も
、
上
は
朝
廷
百
官
の
間
よ
り
、
下
は
閭
巷
小
民
に
至
る
ま
で
、
幾
分
か
之
を
自
然
遵

守
執
行
し
て
、
社
会
の
秩
序
を
維
持
し
た
も
の
な
り
」
と
述
べ
、
ま
た
「
吾
国
を
救
う
に
（
中
略
）
五
倫

五
常
の
孔
孟
主
義
に
非
ず
し
て
何
ぞ
、
抑
も
仏
教
も
、
こ
こ
に
於
い
て
與
か
り
て
力
な
き
に
非
ず
、
然
れ

ど
も
、
士
人
、
忠
孝
と
い
い
、
廉
恥
と
い
い
、
信
義
と
い
い
、
侠
烈
と
い
い
、
勇
武
と
い
う
、
こ
れ
等
の

諸
徳
、
多
く
は
是
れ
五
倫
五
常
に
根
ざ
し
来
れ
る
な
り
」
と
語
っ
た
。
彼
は
、
儒
教
文
化
が
長
く
日
本
の

社
会
秩
序
の
維
持
や
、
人
々
の
道
徳
向
上
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を
高
く
評
価
し
た
。
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蘇
州
出
身
の
知
識
人
王
韜
は
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遍
歴
の

経
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
伝
統
的
な
優
越
観
を

持
ち
、
儒
家
の
思
想
が
西
洋
社
会
に
も
存
在
す
る
と
考
え
て

い
た
。
彼
は
『
漫
遊
随
録
』
に
お
い
て
、
西
洋
世
界
に
つ
い

て
「
礼
義
を
以
て
、
教
え
と
為
す
」、「
仁
信
を
以
て
、
基
と

為
す
」、「
教
化
を
以
て
、
徳
と
為
す
」、「
中
国
の
古
法
に
循

ふ
」
等
と
表
現
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
「
華
夷
」
思
想
に
基

づ
い
て
西
洋
の
国
を
「
礼
儀
之
邦
」
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
。

　

中
村
正
直
と
共
に
学
ん
だ
岡
千
仭
は
、
昌
平
黌
で
佐
藤
一

斎
・
安
積
艮
斎
に
師
事
し
た
の
ち
、
私
塾
「
綏
猷
堂
」
を
開

き
、
近
代
日
本
の
漢
学
教
育
に
邁
進
し
た
。
岡
は
戊
辰
戦
争

で
尊
王
倒
幕
を
主
張
し
た
た
め
、
反
対
派
に
逮
捕
さ
れ
て
入

獄
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
が
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
王
韜

の
『
普
法
戰
紀
』
に
見
ら
れ
る
海
外
情
勢
で
あ
っ
た
。
岡
は
、

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
五
月
か
ら
四
ヶ
月
間
に
わ
た
っ

て
日
本
に
滞
在
し
た
王
韜
と
、
二
十
八
回
に
及
ぶ
会
談
を

王韜

岡千仞

中村正直

1866

1867
1884

1879.5

英国
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行
っ
て
い
る
。
彼
は
王
韜
と
同
様
、
西
洋
書
の
編
集
・
翻
訳
に
よ
る
西
洋
知
識
の
普
及
を
志
し
、
明
治
初

期
に
は
『
地
誌
略
』
の
編
纂
や
、『
米
利
堅
志
』
等
の
翻
訳
に
力
を
注
い
だ
。

　
（
二
）
福
沢
諭
吉
の
「
儒
教
と
西
洋
文
明
の
二
重
接
触
」

　

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
ま
で
、
福
沢
諭
吉
の
唯
一
の
目
標
は
、「
古
習
の
惑
溺
」
と
し
て
の
儒
教
に

対
す
る
闘
争
で
あ
っ
た
。
丸
山
真
男
は
、「
反
儒
教
主
義
は
殆
ど
諭
吉
の
一
生
を
通
じ
て
の
課
題
を
な
し

た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

８
）。

近
代
日
本
の
西
洋
を
モ
デ
ル
と
し
た
日
本
の
近
代
化
と
「
脱
亜
」
の

思
潮
を
考
え
る
際
に
は
、ま
ず
福
沢
の
「
漢
學
の
主
義
其
無
效
な
る
を
知
ら
ざ
る
乎
」（
一
八
八
三
・
三
・
八
）、

「
儒
教
主
義
の
成
跡
甚
だ
恐
る
可
し
」（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
八
巻
）、「
儒
教
主
義
の
害
は
其
腐
敗
に
在
り
」

（
一
八
九
七
・
三
・
一
五
）
な
ど
の
儒
教
批
判
の
発
言
が
想
起
さ
れ
る
。
幼
い
時
の
福
沢
は
、「
少
年
時
代
か

ら
難
し
い
経
史
を
、や
か
ま
し
い
先
生
に
授
け
ら
れ
て
本
当
に
勉
強
し
ま
し
た
。
左
国
史
漢
（
春
秋
左
氏
伝
、

国
語
、
史
記
、
漢
書
）
は
勿
論
、
詩
経
、
書
経
の
よ
う
な
経
義
で
も
、
ま
た
は
老
子
、
荘
子
の
や
う
な
面

白
い
も
の
で
も
、
先
生
の
講
義
を
聞
き
、
ま
た
自
分
で
研
究
し
ま
し
た
」（『
福
翁
自
伝
』）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
福
沢
は
、「
儒
学
は
仏
法
と
と
も
に
、
各
其
一
局
を
働
き
、
わ
が
国
に
於
い
て
、
今
日
に
至
る

ま
で
、
此
文
明
を
致
し
た
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
何
れ
も
皆
、
古
学
を
慕
う
の
病
を
免
か
れ
ず
」（『
文
明
論

之
概
略
』）
と
指
摘
し
、
ま
た
、
近
代
化
を
図
る
最
中
に
、「
東
洋
の
儒
教
主
義
と
西
洋
の
文
明
主
義
と
を
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比
較
し
て
見
る
に
、
東
洋
に
な
き
も
の
は
、
有
形
に
於
い
て
数
理
学
と
、
無
形
に
於
い
て
独
立
心
と
、
此

二
点
で
あ
る
」（『
福
翁
自
伝
』）と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
其
経
史
の
義
を
知
て
、知
ら
ぬ
風
を
し
て
、折
々

漢
学
の
急
処
の
よ
う
な
所
を
押
さ
え
て
、
話
に
も
、
書
い
た
も
の
に
も
、
無
遠
慮
に
攻
撃
す
る
か
ら
、
是

れ
ぞ
所
謂
獅
子
身
中
の
虫
で
、
漢
学
の
為
に
は
私
は
実
に
「
悪
い
外
道
」
で
あ
る
。
斯
く
ま
で
に
私
が
漢

学
を
敵
に
し
た
の
は
、
今
の
開
国
の
時
節
に
、
陳
く
腐
れ
た
漢
説
が
後
進
少
年
の
脳
中
に
蟠
っ
て
は
、
と

て
も
西
洋
の
文
明
は
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
飽
く
ま
で
信
じ
て
疑
わ
ず
」（『
福
翁
自
伝
』）
と

し
、
陳
腐
の
漢
説
に
よ
っ
て
日
本
の
少
年
を
教
育
し
た
の
で
は
、
文
明
国
に
は
な
ら
な
い
と
警
告
し
て
い

た
。
即
ち
、
文
明
東
漸
の
風
潮
に
際
し
、
福
沢
は
、
古
学
に
面
白
さ
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
西
洋
文
明

の
研
究
こ
そ
よ
り
価
値
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
東
洋
の
封
建
、
ア
ジ
ア
の
固
陋
・
腐
敗
の
学
問
の
探
求
か

ら
脱
出
し
て
、
科
学
に
立
脚
し
実
学
を
重
ん
じ
る
日
本
社
会
に
変
革
し
、
近
代
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
人
の
近
代
文
明
の
精
神
養
成
に
必
要
な
条
件
は
、「
難
を
先
に
し
て
、

易
を
後
に
し
、
先
ず
人
心
を
改
革
し
て
次
い
で
制
令
に
及
ぼ
し
、
終
に
有
形
の
物
に
至
る
べ
し
」（『
文
明

論
之
概
略
』）
と
す
る
。
日
本
人
の
心
の
変
革
に
と
っ
て
、
最
大
の
障
碍
は
儒
教
で
あ
る
、
と
福
沢
は
指

摘
し
て
い
る
。
長
期
に
わ
た
っ
て
日
本
社
会
を
支
配
し
た
儒
教
思
想
は
、
日
本
の
国
際
社
会
と
の
交
流
に

と
っ
て
は
停
滞
不
流
の
元
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
気
付
い
た
福
沢
は
、「
そ
の
古
風
、
旧
慣
に
恋
々
す
る

の
情
は
、
百
千
年
の
古
に
異
な
ら
ず
。
こ
の
文
明
日
新
の
活
劇
場
に
教
育
の
こ
と
を
論
ず
れ
ば
、
儒
教
主
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義
と
言
い
、
学
校
の
教
旨
は
仁
義
礼
智
と
称
し
、
一
よ
り
十
に
い
た
る
ま
で
外
見
の
虚
飾
の
み
を
事
と
し

て
、
そ
の
実
際
に
お
い
て
は
真
理
、
原
則
の
知
見
な
き
の
み
か
、
道
徳
さ
え
地
を
払
う
て
残
酷
、
不
廉
恥

を
極
め
、
な
お
傲
然
と
し
て
自
省
の
念
な
き
も
の
の
ご
と
し
」（
一
八
八
五
・
三
・
一
六
、「
脱
亜
論
」）
と
述

べ
て
い
る
。
一
見
、
福
沢
は
明
治
日
本
社
会
に
お
け
る
儒
教
の
存
在
価
値
を
全
面
的
に
否
定
し
た
か
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
果
た
し
て
、
そ
う
で
あ
ろ
う
か
、
福
沢
は
、
忠
孝
仁
義
な
ど
の
説
が
社
会
人
道
の
教
育

面
に
お
い
て
捨
て
難
い
と
し
、
儒
教
思
想
を
尊
敬
す
る
面
も
見
ら
れ
る
。
李
曉
東
は
、「
前
期
に
お
け
る

福
沢
は
、
い
わ
ば
戦
略
的
に
、
敢
え
て
儒
教
に
対
す
る
肯
定
的
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
を
避
け
た（

９
）」

と
し
、

「
儒
教
に
お
け
る
民
本
思
想
、
あ
る
い
は
民
本
思
想
よ
り
導
き
だ
さ
れ
た
易
姓
革
命
思
想
に
注
目
し
、
ま

た
は
そ
れ
を
利
用
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
い
っ
て
み
れ
ば
、
福
沢
は
儒
教
思
想
に
対
し
、
賛
否
の
二

重
性
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
本
報
告
で
は
福
沢
の
理
念
と
実
態
と
の
乖
離
を
見
極
め
る
た
め
に
、
そ

の
儒
教
批
判
の
分
析
を
試
み
た
。

　
（
三
）
岡
倉
天
心
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
論

　

従
来
、
岡
倉
天
心
の
ア
ジ
ア
観
は
、
一
部
の
知
識
人
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
意
識
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
代

表
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
福
沢
が
積
極
的
に
西
洋
文
明
の
「
良
さ
」

を
日
本
社
会
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
岡
倉
天
心
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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彼
は
無
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
に
お
い
て
東
洋
文
明
の
共
通
性
と
そ
の
価
値
を
肯
定
し
、
西
洋
と
対
等

な
理
論
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
を
呼
び
覚
ま
す
も
の
と
し
て
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
にT

he ideals of 

the E
ast w

ith special reference to the art of Japan

（『
東
洋
の
理
想
』）
を
英
文
で
刊
行
し
た
。
同
書
を
は

じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
著
作
を
通
し
て
、
彼
は
美
術
界
の
み
な
ら
ず
言
論
・
思
想
の
分
野
で
も
注
目
さ

れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
彼
の
ア
ジ
ア
観
も
こ
れ
ら
の
文
化
活
動
の
な
か
で
形
成
さ
れ
、

展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
彼
の
『
東
洋
の
理
想
』
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
論
は
、
三
十
年
サ
イ
ク
ル
で
関
心

を
集
め
て
き
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
松
本
三
之
介
は
、
本
来
、
政
治
的
な
レ
ベ
ル
で
の
一
体
性
を
意

味
す
る
の
で
は
な
く
、
哲
学
的
な
思
想
あ
る
い
は
志
向
の
共
通
性
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
は
、

多
様
性
の
中
に
統
一
を
求
め
、
多
様
な
個
性
を
受
け
入
れ
つ
つ
一
つ
の
全
体
を
形
づ
く
ろ
う
と
す
る
志
向

性
を
共
有
し
て
い
る
点
で
「
一
つ
」
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
に
特
徴
的
な
「
不
二
一
元
」
の
観
念
に
よ
っ
て
一

つ
に
な
り
う
る
と
述
べ
、天
心
は
一
体
と
し
て
の
ア
ジ
ア
の
発
見
を
呼
び
覚
ま
す
も
の
と
し
て
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
の
対
決
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る（

（（
（

。

　

卞
崇
道
『
日
本
近
代
思
想
の
ア
ジ
ア
的
意
義
』
は
、
国
粋
主
義
と
ア
ジ
ア
主
義
の
思
想
を
あ
わ
せ
持
つ

知
識
人
と
し
て
、
天
心
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
天
心
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
の
思
想
を
「
日

本
及
び
東
洋
に
お
け
る
伝
統
文
化
の
価
値
の
肯
定
で
あ
る
」、「
文
化
多
元
論
の
提
唱
で
あ
る
」、「
美
＝
精

神
＝
ア
ジ
ア
＝
東
洋
の
理
想
と
い
う
理
念
で
あ
る
」
な
ど
と
捉
え
、
ア
ジ
ア
文
明
の
価
値
を
肯
定
し
、
西
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欧
列
強
の
帝
国
主
義
に
抵
抗
す
る
原
理
と
し
て
「
一
つ
で
あ
る
べ
き
ア
ジ
ア
」
を
対
置
し
た
、
と
述
べ
て

い
る（

（（
（

。

　

岡
倉
天
心
は
日
露
戦
争
直
前
の
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
、『
日
本
の
目
覚
め
』（T

he A
w

akening 

of  Japan
）
を
公
刊
し
た
。
彼
は
、「
蹂
躪
さ
れ
た
東
洋
人
に
と
っ
て
は
歐
羅
巴
の
榮
譽
は
只
亞
細
亞
の
屈

辱
で
あ
る
」（
白
禍
）
と
し
て
「
興
亜
」
の
意
識
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
目
的
を
、
第
一
章
「
亞
細
亞
の

夜
」
に
明
瞭
に
表
現
し
て
い
る
。
即
ち
、
彼
は
、「
最
近
に
至
る
ま
で
西
洋
は
決
し
て
日
本
の
こ
と
を
真

面
目
に
考
へ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
、「
西
洋
は
廣
大
な
諸
方
面
か
ら
自
由
に
情
報
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
日
尚
實
に
多
く
の
誤
解
を
我
々
に
關
し
て
抱
い
て
ゐ
る
實
情
を
見
れ
ば

悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
」、「
東
方
亜
細
亜
文
明
の
歴
史
が
今
尚
一
般
西
洋
人
に
は
全
然
知
ら
れ
て
ゐ

な
い
」
な
ど
と
指
摘
し
、
西
洋
諸
国
の
日
本
、
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
文
明
の
歴
史
に
対
す
る
誤
解
や
無

関
心
を
訴
え
た
。
他
方
、
同
書
で
は
、「
我
々
が
支
那
と
戰
端
を
開
く
こ
と
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
た
の
は
、

千
八
百
九
十
四
年
に
半
島
の
獨
立
が
支
那
に
脅
さ
れ
た
時
で
あ
っ
た
。
千
九
百
四
年
我
々
が
露
西
亞
と
戰

を
へ
た
の
も
同
じ
朝
鮮
の
獨
立
の
た
め
で
あ
っ
た
」、「
十
年
前
支
那
よ
り
も
一
層
の
強
敵
に
對
す
る
勝
利

に
よ
っ
て
、
更
に
強
い
自
信
を
與
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
」（
日
本
と
平
和
）
と
、
東
亜
の
解
放
と

戦
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
明
言
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
の
特
殊
性
、
民
族
的
愛
国
心
に
溢
れ
た
言

説
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
天
心
の
「
興
亜
」
に
対
す
る
思
想
の
変
遷
が
見
て
取
れ
る
。
彼
は
「
ア
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ジ
ア
は
一
つ
」
論
を
軸
に
、
東
洋
文
化
は
西
洋
文
明
に
優
る

と
興
亜
的
に
主
張
し
た
思
想
の
背
景
及
び
そ
の
原
因
を
検
討

し
た
上
で
、
彼
が
持
つ
ア
ジ
ア
観
そ
の
も
の
が
、「
対
抗
」

と
「
融
合
」
の
二
つ
の
現
象
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出

し
た
。
さ
ら
に
、
未
来
に
お
い
て
東
西
文
明
の
融
合
に
つ
い

て
、
い
か
に
構
築
す
べ
き
か
を
試
論
し
た
。

三
　
近
代
日
中
知
識
人
の
歴
史
意
識

　

本
節
で
は
、
近
代
日
中
知
識
人
の
「
自
他
認
識
の
思
想
変

遷
」
に
基
づ
い
て
、
日
本
・
台
湾
・
中
国
の
知
識
人
の
思
想

構
造
を
検
証
す
る
。
と
り
わ
け
、
小
室
信
介
・
李
春
生
・
張

德
彝
・
梁
啓
超
・
林
献
堂
や
戴
季
陶
ら
の
歴
史
意
識
と
相
互

認
識
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
（
一
）
近
代
日
本
の
自
由
民
権
運
動
の
推
進
者
で
あ
り
、

新
聞
記
者
で
も
あ
っ
た
小
室
信
介
（
一
八
五
二
─
八
五
）
の

小室信介

李春生

張德彝

  　　　　　19011868

1884.8

1896.2
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中
国
紀
行
文
『
第
一
遊
清
記
』
を
検
討
し
、
彼
が
中
国

観
察
を
通
し
て
、
い
か
に
し
て
「
他
者
」
と
「
自
我
」

を
区
別
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
彼
が

そ
の
中
国
観
を
変
化
さ
せ
て
い
く
中
で
厳
し
く
中
国

を
批
判
し
た
側
面
を
指
摘
す
る
。（
二
）「
台
湾
史
上

第
一
の
思
想
家
」
と
呼
ば
れ
る
李
春
生
（
一
八
三
八
─

一
九
二
四
）
の
『
主
津
新
集
』、『
東
遊
六
十
四
日
随
筆
』

を
中
心
に
検
討
し
、
彼
の
（
１
）「
台
湾
事
件
」
に
対

す
る
見
方
、（
２
）「
棄
地
遺
民
」と
し
て
の
悲
し
み
、（
３
）

維
新
富
国
へ
の
切
望
と
帰
属
意
識
の
転
換
、（
４
）
強

い
宗
教
観
の
四
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、清
国
・

台
湾
・
日
本
の
間
で
揺
れ
動
く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

検
討
し
、
そ
の
「
理
想
祖
国
」
と
「
現
実
大
陸
」、
さ

ら
に
文
化
と
政
治
の
二
重
認
知
に
対
す
る
思
想
の
転
換

を
見
る
。（
三
）
中
国
「
京
師
同
文
館
」
の
一
期
生
で

あ
り
、
の
ち
に
清
朝
の
駐
英
大
使
に
な
っ
た
張
德
彝

近代中国、台湾知識人の日本経験

梁啓超

戴季陶 林献堂

1898-1911, 亡命

1905-1907, 留学
1913.2, 孫文の秘書
1919.10 ～ , 国民党要員

1911.4

　1907.3
1914.11, 台湾同化会
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（
一
八
四
七
─
一
九
一
八
）
の
二
冊
の
日
本
見
聞
録
、『
經

日
本
東
渡
記
』
と
『
七
奇
述
』
を
中
心
に
検
証
す
る
。
と

り
わ
け
、
張
德
彝
の
二
十
七
年
間
に
及
ん
だ
諸
外
国
の
遊

歴
経
験
の
う
ち
、「
他
者
」
と
し
て
の
日
本
に
ど
の
よ
う

な
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
、
か
つ
遊
歴
後
に
い
わ
ゆ
る
「
精

神
の
開
国
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
に
明
治
日
本
の
思
潮
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
、

彼
の
「
華
夷
思
想
」
を
中
心
に
考
察
す
る
。（
四
）
第
四

章
で
は
、
近
代
日
本
と
関
わ
り
の
深
い
梁
啓
超
、
戴
季
陶

と
台
湾
の
知
識
人
林
献
堂
の
三
人
を
取
り
上
げ
る
。

　

亡
命
者
と
し
て
の
憂
国
論
を
持
ち
、
立
憲
と
国
民
国
家

の
成
立
を
望
ん
だ
梁
啓
超
。
中
国
─
日
本
―
台
湾
を
越
境

し
た
経
験
に
よ
っ
て
、
彼
の
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
自
他

認
識
は
奥
深
い
も
の
と
な
り
、
台
湾
知
識
人
の
林
献
堂
と

の
思
想
交
流
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
間
の
経
緯
を
考
察
し
、
そ

林献堂
台湾民族運動先駆者

林献堂遺墨

1911 年 4 月
長女と基隆
に 上 陸 し、
台北、台中

（ 霧 峯 ） を
訪問

梁啓超

1907 年 3 月
日本で初対面



　17　

れ
ぞ
れ
の
日
本
観
を
比
較
分

析
す
る
。

　

戴
季
陶
は
日
露
戦
争
の
最

中
、
一
九
〇
五
年
に
日
本
に

赴
き
、
以
後
六
年
間
に
わ

た
っ
て
留
学
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
思
想
変
遷
を
理
解
す
る

に
は
、
彼
の
『
我
的
日
本

觀
』（
一
九
一
九
）、『
日
本
論
』

（
一
九
二
八
）
及
び
日
本
滞

在
の
経
験
が
重
要
な
手
掛
か

り
に
な
る
。
最
近
、
張
玉
萍

は
、
政
治
と
日
中
関
係
の
視

点
か
ら
、
戴
季
陶
の
日
本
観

の
形
成
を
「
日
本
敵
視
論
」、

「
日
中
提
携
論
」、「
批
判
的

梁啓超と台湾

1911 年 4 月、台中霧峯にある
林献堂の邸「萊園五桂樓」を
訪れる。

「櫟社」の台湾知識人と交流

梁啓超宛ての林献堂書簡（国立台湾文学館所蔵）
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提
携
論
」、「
対
決
、
連
合
論
」
と
い
う
四
つ
の
段
階

で
論
じ
た（

（（
（

。
戴
季
陶
は
、
近
代
化
し
つ
つ
あ
る
「
他

者
」
日
本
を
厳
し
く
批
判
す
る
一
方
で
、
中
国
人
の

日
本
認
識
を
、「
我
々
中
国
人
は
逆
に
、
た
だ
一
途

に
排
斥
し
、
反
対
す
る
だ
け
で
、
殆
ど
日
本
の
文
章

を
読
も
う
と
も
せ
ず
、
日
本
語
を
聞
こ
う
と
も
せ
ず
、

日
本
人
を
見
よ
う
と
も
し
な
い
有
様
で
あ
る
。
こ
れ

は
全
く
「
思
想
に
お
け
る
鎖
国
」、「
知
識
に
お
け
る

義
和
団
」
と
い
う
も
同
然
で
あ
る
」（『
我
的
日
本
觀
』）

と
、
閉
鎖
的
な
中
国
人
の
対
日
観
を
忌
憚
な
く
批
判

し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、「
中
国
、
イ
ン
ド
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
し
た
文
明
を
除
け
ば
、
日
本
に
は

何
も
な
い
。
研
究
に
値
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

従
来
の
中
国
人
の
排
日
的
認
識
が
誤
り
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
戴
季
陶
に
と
っ
て
は
、
二
十
世

紀
に
な
っ
て
次
第
に
日
中
関
係
が
緊
迫
す
る
に
つ
れ
、

戴季陶の日本観

日本研究を促す戴季陶の動機
(1)『我的日本觀』を書く動機 (2)『日本論』を刊行する背景

1919 年 8 月『建設』雑
誌に掲載

1928 年上海で出版
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中
国
も
、
日
本
も
、「
愛
恨
交
じ
っ
た
」
存
在
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
明
治
維
新
に
つ
い
て
、

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

東
洋
の
全
体
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
維
新
の
成
功
は
、
確
か
に
有
色
人
種
自
覚
の
起
点
で
あ
り
、
東

洋
民
族
復
興
の
起
点
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

戴
季
陶
は
、
日
本
人
に
共
通
す
る
自
信
と
向
上
心
に
よ
っ
て
、
民
族
主
義
を
復
興
さ
せ
、
近
代
国
家
の

樹
立
に
成
功
し
た
と
見
て
い
た
。
本
報
告
で
は
、
戴
季
陶
が
そ
の
内
側
か
ら
認
識
し
た
文
化
や
民
族
性
と

い
っ
た
日
本
観
を
い
か
に
中
国
人
に
伝
え
た
か
、
そ
の
日
本
観
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
か
を
、「
自

他
認
識
」
の
視
点
で
考
え
た
。

四
　
近
代
日
中
知
識
人
の
共
通
点
─
─
翻
訳
を
通
じ
た
西
洋
文
明
の
摂
取

　
（
一
）「
漢
訳
西
書
」「
和
訳
西
書
」
か
ら
「
和
書
漢
訳
」
へ

　

明
清
交
替
期
の
中
国
は
、
基
本
的
に
海
禁
政
策
を
取
っ
て
い
た
。
ま
た
日
本
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
鎖
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国
政
策
を
実
施
し
て
い
た
た
め
、
十
九
世
紀
後
半
ま
で
、
外
交
上
は
西
洋
と
の
交
渉
が
途
絶
え
て
い
た
。

し
か
し
、
東
西
洋
に
お
け
る
貿
易
活
動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
西
洋
の
宣
教
師
や
知
識
人
、
商
人
ら

は
、
洋
書
を
中
国
や
日
本
に
「
持
渡
」、
舶
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
天
主
教
や
西
洋
の
科
学
技

術
に
関
す
る
書
籍
は
、
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
続
々
と
東
ア
ジ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
。
中
国
で
は
、
清
末
以
降
、

「
天
津
条
約
」（
一
八
五
八
）
と
「
北
京
条
約
」（
一
八
六
〇
）
に
よ
っ
て
、
天
主
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止

が
解
除
さ
れ
、
外
国
宣
教
師
が
相
次
い
で
渡
っ
て
き
た
。
宣
教
師
ら
は
布
教
と
同
時
に
西
洋
の
文
化
を
中

国
社
会
に
広
げ
て
い
き
、
多
分
野
の
「
西
書
（
洋
書
）」
を
中
国
語
に
翻
訳
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
「
西
書
」
を
印
刷
・
出
版
す
る
た
め
、
通
商
港
の
上
海
に
「
書
館
」
を
設
置
し
た
。

　

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
、
大
量
の
漢
籍
が
長
崎
港
を
経
由
し
て
流
入
し
た（

（（
（

。

ま
た
、
一
八
六
二
年
に
幕
府
の
官
船
「
千
歳
丸
」
で
上
海
に
渡
航
し
た
中
牟
田
倉
之
助
の
「
上
海
渡
航
記

事
」
に
よ
る
と
、
七
種
類
に
及
ぶ
膨
大
な
翻
訳
書
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た（

（（
（

。

　

十
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
流
入
を
封
鎖
す
る
禁
書
令
は
い
ま
だ
解
除
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
「
漢
訳
西
書
」
が
日
中
間
の
活
発
な
貿
易
、
文
化
交
流
を
通
し
て
密

か
に
日
本
に
流
れ
込
ん
だ
事
例
は
少
な
く
な
い（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
現
象
は
明
治
維
新
以
降
に
逆
転
し
、
大

量
の
「
和
訳
西
書
」
が
日
本
か
ら
中
国
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
室
信
一
氏
は
、
こ
れ
を
「
欧

州
→
日
本
→
中
国
と
い
う
知
の
流
通
経
路
が
切
り
開
か
れ
た
」
と
し
、「
文
化
倒
流
」
の
現
象
が
生
じ
た
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と
み
る（

（（
（

。
こ
の
「
文
化
倒
流
」
の
始
ま
り
は
、張
之
洞
（
一
八
三
七
─
一
九
〇
九
）
が
『
勧
学
篇
』（
一
八
九
八
）

で
唱
え
た
「
中
体
西
用
論
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
彼
は
、「
西
学
は
甚
だ
繁
、
お
よ
そ
西
学
の

切
要
な
ら
ざ
る
も
の
は
、
東
人
す
で
に
刪
節
し
て
、
こ
れ
を
酌
解
す
。
中
・
東
の
情
勢
、
風
俗
相
ち
か

く
、
彷
行
し
や
す
し
。
事
半
ば
に
し
て
、
功
倍
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
す
ぐ
る
も
の
な
し
」
と
述
べ
、「
西

学
」
が
中
国
の
近
代
化
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
か
を
指
摘
し
、日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
を
主
張
し
た
。「
中

体
西
用
論
」
は
結
局
失
敗
し
た
が
、
戊
戌
政
変
で
日
本
に
亡
命
し
た
康
有
為
・
梁
啓
超
ら
を
は
じ
め
と
し
、

孫
文
の
辛
亥
革
命
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
中
国
人
青
年
が
日
本
へ
留
学
す
る
風
潮
が
生
み
出
さ
れ
た
。
彼

ら
は
改
革
運
動
の
モ
デ
ル
と
し
て
こ
れ
ら
の
「
和
訳
西
書
」
を
中
国
に
持
ち
帰
り
、知
的
な
「
文
化
倒
流
」

を
促
進
し
た（

（（
（

。

　
（
１
）
徐
光
啓
・
李
之
藻
・
厳
復

　

近
代
中
国
に
お
け
る
翻
訳
書
を
通
し
た
西
洋
知
識
の
摂
取
の
歴
史
を
辿
っ
て
見
れ
ば
、
明
末
上
海
出
身

の
徐
光
啓
（
一
五
六
二
─
一
六
三
三
）、浙
江
杭
州
出
身
の
李
之
藻
（
一
五
六
五
─
一
六
三
〇
）
が
想
起
さ
れ
る
。

彼
ら
は
中
西
文
化
交
流
史
に
お
け
る
翻
訳
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
徐
光
啓
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ

チ
（M

atteo Ricci, 1552-1610

）
と
、
古
代
西
洋
の
数
学
経
典
『
幾
何
原
本
』（
前
六
巻
、
一
六
〇
七
）、『
測

量
法
義
』
を
共
訳
し
、イ
タ
リ
ア
の
宣
教
師P. Sabbathino de U

rsis

（1575-1620

）
と
、水
利
書
の
『
泰
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西
水
法
』（
六
巻
）
を
、P. Franciscus Sam

biasi

（1582-1649

）
と
、『
靈
言
蠡
勺
』（
二
巻
）
を
そ
れ

ぞ
れ
共
訳
し
た
。
徐
光
啓
は
こ
れ
ら
の
「
漢
訳
西
書
」
に
よ
っ
て
、
中
国
の
官
僚
や
上
流
階
級
の
知
識
人

に
西
洋
の
数
学
・
水
利
・
天
文
・
哲
学
な
ど
を
伝
え
た
。
ま
た
、
李
之
藻
は
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
と
親
し
く
、

受
洗
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
。
彼
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
、共
訳
で
算
術
書
『
同
文
算
指
』（
十
一
巻
、

一
六
一
三
）
を
公
刊
し
た
ほ
か
、天
文
学
の
『
経
天
該
』、哲
学
の
『
名
理
探
』（
六
巻
）、『
寰
有
詮
』（
十
巻
）、

地
理
学
の
『
坤
輿
万
国
全
図
』
な
ど
の
翻
訳
書
を
世
に
出
し
た
。
何
と
い
っ
て
も
、
李
之
藻
の
最
大
の
功

績
は
、
西
洋
科
学
翻
訳
書
の
濫ら

ん

觴し
ょ
うと
い
わ
れ
る
『
天
学
初
函（

（（
（

』
の
編
纂
と
公
刊
で
あ
り
、
近
代
中
国
に
お

け
る
西
洋
知
識
の
摂
取
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
近
代
西
洋
の
「
富
国
論
」、「
自
由
論
」
な
ど
の
思
想
を
翻
訳
・
受
容
し
た
中
国
の
知
識
人
に
、

厳
復
（
一
八
五
四
─
一
九
二
一
）
が
い
る
。
彼
は
、日
清
戦
争
の
敗
北
後
に
中
国
が
弱
体
化
し
た
の
は
、「
民

力
が
す
で
に
疲
れ
、
民
智
が
す
で
に
痺
し
い
も
の
に
な
り
、
民
徳
が
す
で
に
薄
い
も
の
と
な
っ
た（

（（
（

」
た
め

で
あ
る
と
指
摘
し
、
同
時
に
時
宜
を
得
ら
れ
な
い
儒
教
の
教
え
を
厳
し
く
批
判
し
て
、
徹
底
的
に
「
西
学
」

を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
は
中
国
の
苦
境
に
憂
悶
す
る
イ
ン
テ
リ
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
に

代
表
作
と
な
る
翻
訳
書
『
天
演
論
』
を
出
版
し
て
、
西
洋
社
会
の
知
恵
の
源
泉
を
語
っ
た
進
化
論
「
優
勝

劣
敗
」、「
適
者
生
存
」
の
概
念
を
中
国
に
初
め
て
移
植
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
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（
２
）
康
有
為

　

清
末
改
革
の
思
想
家
康
有
為
（
一
八
五
八
─
一
九
二
七
）
は
、
一
八
七
九
年
、
二
十
二
歳
で
す
で
に
西

洋
学
問
に
接
触
し
て
い
た
。
彼
は
『
自
編
年
譜
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

得『
西
國
近
事
匯
編
』、李
圭『
環
遊
地
球
新
録
』及
西
書
數
種
覽
之
。
薄
游
香
港
、覽
西
人
宮
室
之
瓊
麗
、

道
路
之
整
潔
、巡
捕
之
嚴
密
、乃
始
知
西
人
治
國
有
法
度
、不
得
以
古
舊
之
夷
狄
視
之
。
乃
復
閲
『
海

國
圖
志
』、『
瀛
環
志
略
』
等
書
、
購
地
球
圖
、
漸
收
西
學
之
書
、
為
講
西
學
之
基
矣（

（（
（

。

（『
西
國
近
事
匯
編
』、
李
圭
の
『
環
遊
地
球
新
録
』
及
び
洋
書
数
巻
を
手
に
入
れ
て
閲
覧
し
た
。
香
港
へ

赴
き
、
豪
華
絢
爛
な
西
洋
人
の
屋
敷
や
整
然
と
し
た
街
路
、
厳
密
な
法
律
な
ど
を
見
聞
し
た
こ
と
で
初

め
て
、
西
洋
人
が
法
制
度
に
よ
っ
て
国
を
治
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
以
来
、
旧
来
の
夷
狄
観
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。『
海
國
圖
志
』『
瀛
環
志
略
』
な
ど
を
読
み
返
し
、
地
球
儀
（
地
図
）

を
購
入
し
た
り
、
洋
書
を
蒐
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
洋
学
を
説
く
基
礎
と
な
っ
た
。）

　

西
洋
の
学
問
や
知
識
が
収
録
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
植
民
地
香
港
の
英
華
書
院
や
上
海
の
墨
海
書

館
、
江
南
製
造
局
翻
訳
館
、
北
京
同
文
館
な
ど
で
入
手
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
康
有
為
は
外
国
の
知
識

が
多
く
掲
載
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
献
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
自
ら
が
持
っ
て
い
た
中
国
の
伝
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統
的
な
学
問
知
識
よ
り
も
さ
ら
に
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
新
学
＝
漢
訳
西
書
の
重
要
性
を
感
じ
取
っ
た
。

　

康
有
為
の
『
自
編
年
譜
』（
一
八
八
六
）
に
よ
る
と
、
彼
は
広
州
総
督
の
張
之
洞
に
西
洋
書
の
重
要
性

を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

中
國
西
書
太
少
、
傅
蘭
雅
所
譯
西
書
皆
病
醫
不
切
之
學
、
其
政
書
甚
要
、
西
書
甚
多
新
理
、
皆
中
國

所
無
、
益
開
局
譯
書
、
最
為
要
事（

（（
（

。

（
中
国
に
は
洋
書
が
少
な
く
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
訳
し
た
も
の
は
医
学
書
ば
か
り
で
あ
る
。
西
洋

の
制
度
沿
革
を
記
述
し
た
も
の
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
洋
書
に
そ
の
よ
う
な
新
学
が
多
い
。
そ
れ
ら

は
中
国
に
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
直
ち
に
翻
訳
局
を
開
設
し
、
洋
書
を
訳
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。）

　

一
八
八
六
年
、
日
本
は
す
で
に
明
治
維
新
期
に
入
り
、
近
代
化
を
進
め
る
た
め
に
「
文
明
開
化
」
を
推

進
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
和
訳
洋
書
が
多
数
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
。
他
方
で
、
当
時
、
中
国
に
は
イ
ギ

リ
ス
人
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
（
傅
蘭
雅John Fryer, 1839-1928

）
に
よ
る
医
学
の
翻
訳
書
が
あ
る
の
み
で
、

新
し
い
政
治
理
論
を
述
べ
る
西
洋
書
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
こ
れ
を
懸
念
し
た
康
有
為
は
、
翻
訳
局
の

開
設
を
呼
び
か
け
た
。

　

一
八
九
五
年
四
月
、
日
清
戦
争
敗
北
に
よ
っ
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
中
国
で
は
、
張
之
洞
が
自
強
運
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動
の
一
環
と
し
て
、「
中
学
を
体
と
し
西
学
を
用
と
す
る
」と
唱
え
、日
本
を
媒
介
と
し
て
西
洋
文
明（
学
問
）

を
摂
取
す
る
方
針
を
固
め
、
思
想
・
制
度
の
輸
入
が
澎
湃
と
し
て
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
く
の

知
識
人
が
政
治
体
制
の「
変
法
」「
革
新
」を
求
め
、近
代
的
な
政
治
思
想
や
体
制
を
根
付
か
せ
よ
う
と
し
た
。

康
有
為
は
政
治
改
革
を
図
る
た
め
、『
日
本
変
政
考
』（
一
八
九
六
）
を
編
纂
し
て
明
治
日
本
の
著
作
・
翻

訳
に
目
配
り
し
、
ま
た
『
日
本
書
目
志
』（
一
八
九
六
・
一
二
─
一
八
九
八
・
五
）
を
編
集
・
出
版
し（

（（
（

、
和
書

漢
訳
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ら
二
書
は
光
緒
帝
に
献
呈
さ
れ
、
そ
の
改
革
へ
の
意
志
を

固
め
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
翻
訳
書
出
版
の
効
力
に
つ
い
て
、
康
有
為
は
『
日
本
書
目
志
』
自
序
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

泰
西
百
年
來
諸
業
之
書
百
萬
億
千
、
吾
中
人
識
西
文
者
寡
、
待
吾
數
百
萬
吏
士
識
西
文
而
後
讀
之
、

是
待
百
年
而
後
可
、
則
吾
終
無
張
燈
之
一
日
也
。
故
今
日
欲
自
強
、
惟
有
譯
書
而
已（

（（
（

。

（
百
年
来
、
西
洋
で
出
版
さ
れ
た
各
領
域
の
書
物
は
数
え
き
れ
な
い
が
、
欧
米
語
を
解
す
る
中
国
人
は
少

な
く
、
数
百
万
の
役
人
に
欧
米
語
を
学
ば
せ
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
解
読
さ
せ
る
の
に
百
年
も
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
明
る
い
未
来
は
な
い
。
自
強
の
道
を
開
こ
う
と
す
る
な
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
書

を
訳
す
の
み
で
あ
る
。）
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『
日
本
書
目
志
』
は
十
五
巻
で
構
成
さ
れ
、
計
七
、七
四
四
種
が
十
五
門
（
分
野
）
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

分
野
別
に
数
を
見
る
と
、「
生
理
（
医
学
科
学
）」（
三
六
六
）、「
理
学
」（
三
九
二
）、「
宗
教
」（
一
〇
八
）、「
図

史
（
地
理
、
歴
史
）」（
九
〇
一
）、「
政
治
」（
四
三
六
）、「
法
律
」（
四
四
九
）、「
農
業
」（
四
〇
四
）、「
工
業
」

（
二
二
七
）、「
商
業
」（
一
五
七
）、「
教
育
」（
七
四
〇
）、「
文
学
」（
九
〇
三
）、「
文
字
言
語
」（
八
三
三
）、「
美
術
」

（
七
二
〇
）、「
小
説
」（
一
〇
五
六
）、「
兵
書
」（
五
二
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
「
類
」
に
、
康
有

為
の
見
解
を
述
べ
た
「
按
語
」（
コ
メ
ン
ト
）
一
〇
九
条
が
附
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

例
え
ば
、『
日
本
書
目
志
』
第
四
巻
「
図
史
門
」（
地
理
、
歴
史
分
野
）
に
は
、
地
理
総
論
、
世
界
地
理
、

日
本
地
図
、
世
界
地
図
、
世
界
史
、
日
本
史
、
伝
記
な
ど
計
二
十
五
類
、
九
〇
一
種
の
図
書
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
当
時
の
中
国
に
と
っ
て
、
世
界
地
理
や
歴
史
の
知
識
の
摂
取
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
、
康

有
為
の
狙
い
が
伺
え
る
。

　

ま
た
、
第
五
巻
「
政
治
門
」
に
は
、
十
七
類
、
四
三
六
種
の
外
国
政
治
学
の
図
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
外
国
政
治
の
知
識
を
吸
収
す
る
方
法
と
し
て
、
康
有
為
は
、「
然
譯
泰
西
之
書
而
能
保
養
其
民
以
自
強
、

其
政
治
亦
可
借
鑒
矣
（
洋
書
を
訳
せ
ば
、
民
を
自
立
さ
せ
、
自
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
洋
の
政
治
の
規
範

に
も
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
）」
と
述
べ（

（（
（

、
和
書
漢
訳
を
媒
介
と
し
て
西
洋
政
治
の
先
例
に
鑑
み

る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
康
有
為
は
、
法
律
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
は
強
く
な

る
と
し
、
第
六
巻
の
「
法
律
門
」
に
は
三
十
二
類
、
四
四
九
種
の
図
書
を
網
羅
し
て
い
る
。「
考
日
本
之
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能
治
西
民
、
蓋
自
變
律
始
。
累
遣
學
生
出
使
、
考
察
西
律
、
斟
酌
厥
宜
而
施
行
之
。
及
其
施
行
、
經
幾
許

艱
阻
、
而
后
永
定
焉
（
日
本
は
し
ば
し
ば
学
生
を
海
外
に
派
遣
し
、
西
洋
の
律
法
を
視
察
さ
せ
、
そ
の
長
所
を

適
宜
取
り
入
れ
て
き
た
。
律
法
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
諸
国
に
対
抗
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
行

に
は
多
少
の
困
難
が
伴
っ
た
が
、
の
ち
に
は
日
本
の
法
律
と
し
て
定
着
し
た
）」
と
述
べ（

（（
（

、
特
に
西
洋
の
法
律

を
摂
取
す
る
た
め
、
日
本
の
人
材
派
遣
、
考
察
、
実
施
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
る
。
即

ち
康
有
為
は
、「
維
新
変
法
」
が
中
国
の
政
治
改
革
に
お
け
る
重
要
策
で
あ
る
と
見
て
い
た
。
日
本
の
法

律
図
書
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
若
采
變
律
法
、
因
日
本
最
近
已
成
之
文
章
、
再
加
裁
變
、
力
省
而
功
溥
、

事
切
而
弊
少
。（
中
略
）
其
商
法
、
學
法
、
礦
法
、
軍
法
、
社
會
法
、
銀
行
法
、
商
船
法
、
保
險
法
皆
新
法
、

極
詳
密
、
吾
皆
可
取
爾
（
律
法
を
変
え
る
に
は
、
最
近
の
日
本
の
法
文
を
参
考
に
し
て
修
正
す
れ
ば
、
少
し
の

労
力
で
大
き
な
成
果
を
収
め
、
弊
害
も
少
く
て
済
む
。（
中
略
）
日
本
の
商
法
、
学
法
、
鉱
法
、
軍
法
、
社
会
法
、

銀
行
法
、
商
船
法
、
保
険
法
は
す
べ
て
新
し
い
法
律
で
、
極
め
て
緻
密
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
ら
は
す
べ
て

取
り
入
れ
る
べ
し
）」
と
し（

（（
（

、
す
で
に
整
備
さ
れ
た
日
本
の
諸
分
野
の
法
律
知
識
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
。
同
時
に
、『
国
憲
泛
論
』『
各
国
憲
法
』『
米
国
憲
法
史
』『
万
国
現
行
憲
法
比
較
』『
内
外
臣
民
公
私

権
考
』
な
ど
も
参
考
に
す
べ
き
と
す
る
。

　

さ
ら
に
第
十
巻
「
教
育
門
」
で
は
、
十
七
類
、
七
四
〇
種
の
教
育
図
書
を
取
り
上
げ
て
、
日
本
の
西
洋

教
育
の
知
識
摂
取
に
関
す
る
方
法
を
、「
日
人
用
泰
西
教
育
法
、
自
學
校
之
詳
、
教
員
學
室
之
制
、
下
及
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女
子
商
賈
士
卒
、
科
級
之
詳
、
解
題
讀
本
之
精
、
備
哉
燦
爤
。
尚
慮
中
文
深
奧
、
雜
以
伊
呂
波
之
片
假
名
、

以
達
其
意
。
不
求
古
雅
、
但
思
逮
下
、
于
是
舉
國
皆
識
字
知
學
。
日
之
驟
興
、
良
有
此
故
（
日
本
人
は
西

洋
の
教
育
法
を
採
用
し
、
そ
れ
は
学
校
や
教
員
制
度
か
ら
、
女
子
・
商
人
・
兵
士
の
教
育
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
詳
細
で
、
解
題
・
読
本
い
ず
れ
も
完
成
度
が
高
い
。
た
だ
し
、
漢
文
は
難
し
い
た
め
、
カ
タ

カ
ナ
で
の
表
記
が
な
さ
れ
た
。
風
雅
を
求
め
ず
、
意
味
の
伝
達
に
力
を
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
皆
が
文

字
を
解
し
、
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
日
本
が
発
展
し
た
の
は
こ
の
故
で
あ
る
）」
と
し
、
日
本
の
教
育

政
策
を
具
に
観
察
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
康
有
為
は
『
日
本
書
目
志
』
に
よ
っ
て
、
政
治
改
革
や
西
洋

理
解
の
必
要
性
を
中
国
の
官
僚
、
知
識
人
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
（
３
）
王
国
維

　

翻
訳
書
を
通
し
て
西
洋
及
び
日
本
の
知
識
摂
取
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
に
は
、
も
う
一
人
の

知
識
人
王
国
維
（
一
八
七
七
─
一
九
二
七
）
が
い
る
。
彼
は
、
近
代
中
国
に
お
け
る
「
新
学
術
」
の
開
拓

者
と
称
さ
れ
、
ま
た
翻
訳
理
論
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
二
十
以
上
の
翻
訳
書
が
普
及
し
、
中
国
に

多
大
な
貢
献
を
な
し
た
。
二
十
四
歳
で
東
京
物
理
学
校
へ
留
学
し
、『
歐
羅
巴
通
史
考
』（
一
九
〇
〇
）
を

著
す
と
と
も
に
、
物
理
学
の
『
勢
力
不
滅
論
』（
一
九
〇
〇
、T

he T
heory of the C

onservation of E
nergy

）、

農
学
の
『
農
事
会
要
』
を
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
し
た
。
ま
た
二
十
七
歳
で
『
西
洋
理
論
学
史
要
』（
一
九
〇
三
）
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の
翻
訳
書
を
刊
行
し
た
。
王
国
維
は
辛
亥
革
命
後
の
一
九
一
一
年
一
一
月
に
再
び
渡
日
し
、
五
年
間
に
わ

た
っ
て
京
都
帝
国
大
学
で
学
び
、そ
の
間
に
も
多
く
の
翻
訳
を
残
し
た
。
例
え
ば
、自
然
科
学
の
分
野
で
は
、

農
学
・
地
理
学
・
物
理
学
・
生
物
学
、
ま
た
人
文
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、『
教
育
学
』（
立
花
銑
三
郎
述
）、

『
倫
理
学
』『
心
理
学
』（
と
も
に
元
良
勇
次
郎
著
）、『
哲
学
概
論
』（
桑
木
厳
翼
著
）
な
ど
を
刊
行
し
、
そ
れ

ら
の
翻
訳
書
を
通
し
て
、
洋
学
は
中
国
文
学
の
近
代
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
た（

（（
（

。
王
国
維
は
、「
論
新
學
語

之
輸
入
」（『
教
育
世
界
』
第
九
六
号
、
一
九
〇
五
・
四
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
之
學
者
、
既
先
我
而
定
之
矣
。
則
沿
用
之
、
何
不
可
之
有
？　

余
雖
不
敢
謂
用
日
本
已
定
之
語

必
賢
于
創
造
、
然
其
精
密
、
則
固
創
造
者
之
所
以
不
能
逮
。

（
日
本
の
学
者
は
既
に
我
ら
よ
り
先
に
立
ち
、
洋
書
翻
訳
の
重
要
性
を
見
抜
い
て
こ
れ
を
実
行
し
た
。
こ

れ
ら
の
翻
訳
用
語
を
用
い
て
何
の
不
都
合
が
あ
ろ
う
。
私
は
、
日
本
が
定
め
た
用
語
が
必
ず
し
も
一
か

ら
の
創
造
よ
り
も
賢
明
な
も
の
と
は
敢
え
て
言
わ
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
用
語
の
表
現
の
適
切
さ
は
、
創

造
者
も
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。）

　

彼
は
、
近
代
中
国
を
改
革
す
る
に
あ
た
り
、
新
し
い
学
術
用
語
（
日
本
語
）
の
輸
入
と
精
密
な
日
本
の

翻
訳
書
と
に
よ
っ
て
、
知
識
を
摂
取
す
る
道
を
開
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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（
４
）
梁
啓
超

　

康
有
為
が
翻
訳
書
に
よ
っ
て
西
洋
の
知
識
を
摂
取
し
よ
う
と
し
た
一
方
、
彼
の
弟
子
の
梁
啓
超
は
、

一
八
七
九
年
、「
大
同
訳
書
局
叙
例
」
で
そ
の
関
心
の
所
在
を
次
の
よ
う
に
明
確
に
示
し
た
。

舉
一
國
之
才
智
、
而
學
西
文
、
讀
西
籍
、
則
其
事
又
迂
遠
、
恐
有
所
不
能
待
。（
中
略
）
今
不
速
譯

書
、
則
所
謂
變
法
者
、
盡
成
空
言
、
而
國
家
將
不
能
收
一
法
之
效
。
雖
然
官
譯
之
書
、
若
京
師
同
文

館
、
天
津
水
師
學
堂
、
上
海
製
造
局
、
始
事
迄
今
、
垂
三
十
年
、
而
譯
成
之
書
不
過
百
種
、
近
且
悉

輟
業
矣
。
然
則
以
此
事
望
之
官
局
、
再
自
今
以
往
、
越
三
十
年
、
得
書
可
二
百
種
、
一
切
所
謂
學
書
、

農
書
、
工
書
、
商
書
、
兵
書
、
憲
法
書
、
章
程
書
者
、
尤
是
萬
不
備
一
、
而
大
事
之
去
、
固
已
久
矣
。

是
以
憤
懣
、
聯
合
同
志
、
創
為
此
局
。
以
東
文
為
主
而
輔
以
西
文
、
以
政
學
為
先
而
次
以
藝
學
、
至

舊
譯
希
見
之
本
、
邦
人
新
著
之
書
、
其
有
精
言
、
悉
在
采
納
或
編
為
叢
刻
、
以
便
購
讀（

（（
（

。

（
一
国
の
才
智
あ
る
人
々
を
挙
げ
、
彼
ら
に
欧
米
語
を
学
ば
せ
洋
書
を
読
ま
せ
る
事
は
、
迂
遠
な
こ
と
で

あ
り
、我
々
は
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。（
中
略
）今
迅
速
に
洋
書
を
翻
訳
し
な
け
れ
ば
、所
謂「
変
法
」

は
空
言
と
な
っ
て
し
ま
い
、
国
が
そ
の
効
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
官
訳
書
は
あ
る
が
、
京
師
同

文
館
、
天
津
水
師
學
堂
、
上
海
製
造
局
な
ど
、
翻
訳
を
始
め
て
三
十
年
が
経
っ
て
も
完
成
し
た
書
は
百

種
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
近
年
は
そ
の
翻
訳
事
業
を
止
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
後
三
十
年
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や
っ
て
い
て
も
、二
百
種
の
翻
訳
書
し
か
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
学
書
、農
書
、工
書
、

商
書
、
兵
書
、
憲
法
書
、
章
程
書
な
ど
は
万
に
一
つ
も
備
え
ら
れ
ず
、
無
視
さ
れ
て
久
し
い
。
我
々
は

こ
の
現
状
に
憤
懣
し
、
同
志
を
連
ね
て
こ
の
翻
訳
局
を
創
設
し
た
。
東
文
を
以
て
主
と
し
、
西
文
を
以

て
そ
れ
を
補
い
、
ま
た
政
学
を
以
て
先
と
為
し
、
芸
学
を
以
て
次
と
為
す
。
希
少
な
旧
翻
訳
書
か
ら
邦

人
の
新
著
の
書
ま
で
、
そ
の
中
に
精
言
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
悉
く
採
納
し
、
あ
る
い
は
編
集
し
て
叢
刻
し
、

購
読
で
き
る
よ
う
に
す
る
。）

　

梁
啓
超
が
強
調
し
た
の
は
、
師
康
有
為
と
同
様
、
西
洋
の
知
識
を
摂
取
す
る
際
に
、
人
材
を
西
洋
に
派

遣
し
て
そ
の
知
識
を
摂
取
す
る
の
で
は
な
く
、
翻
訳
書
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
中
国

政
府
に
よ
る
翻
訳
で
は
遅
す
ぎ
る
と
指
摘
し
た
。
政
治
に
関
す
る
翻
訳
書
の
刊
行
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ

れ
な
い
と
し
、
極
め
て
切
迫
し
た
「
改
革
的
使
命
」
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
を
救
う
道
は

西
洋
の
学
術
思
想
の
著
作
を
翻
訳
・
吸
収
・
実
践
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、「
世
界
の
学
説
を
上
限
な
く

輸
入
し
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
」と
主
張
し
た（

（（
（

。
彼
は
日
本
に
亡
命
後
の
一
八
九
八
年
一
二
月
に
東
京
で『
清

議
報
』
を
創
刊
し
、「
論
学
日
本
文
之
益
」（『
清
議
報
』
第
十
冊
）
に
お
い
て
、「
日
本
は
維
新
よ
り
三
十

年
来
、
広
く
知
識
を
世
界
に
求
め
て
翻
訳
、
著
述
し
、
有
用
な
書
籍
は
三
千
種
類
を
下
ら
な
い
。（
中
略
）

中
国
人
が
こ
れ
を
得
れ
ば
、
そ
の
智
慧
は
忽
ち
増
し
、
人
材
も
忽
ち
出
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
、
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「
和
訳
西
書
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

中
国
が
和
訳
西
書
を
い
か
に
素
早
く
中
国
語
に
翻
訳
し
、
そ
れ
を
普
及
し
、
効
果
的
に
運
営
す
べ
き
で

あ
る
か
、
梁
啓
超
は
自
ら
の
経
験
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
に
提
案
す
る
。（
一
）
翻
訳
す
べ
き
書
籍
を
順

番
に
選
び
出
す
、（
二
）
翻
訳
に
よ
る
名
詞
、
述
語
の
規
則
を
定
め
る
、（
三
）
翻
訳
の
人
材
を
育
成
す
る（

（（
（

。

す
な
わ
ち
梁
啓
超
は
、
中
国
の
維
新
変
法
が
成
功
す
る
か
否
か
は
、
翻
訳
書
を
通
し
た
知
識
の
普
及
、
ま

た
国
家
の
強
弱
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
看
做
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
彼
は
西
洋
書
が
提
供
す
る
知
識

に
従
っ
て
、
急
進
的
に
中
国
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
康
有
為
と

同
様
に
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
（
５
）
王
韜

　

近
代
中
国
の
翻
訳
事
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
王
韜
は
、
一
八
七
九
年
に
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遍
歴

を
終
え
、
日
本
を
訪
問
し
て
い
た
。
彼
は
一
八
四
三
年
に
創
立
さ
れ
た
「
墨
海
書
館
」（T

he London 

M
issionary Society Press

）
に
十
五
年
間
勤
め
、宣
教
師
の
協
力
の
下
、『
重
學
淺
説
』『
光
學
圖
説
』『
格

致
新
學
提
綱
』『
中
西
通
書
』『
華
英
通
商
事
略
』『
西
國
天
學
源
流
』
等
の
科
学
技
術
に
関
す
る
西
洋
書

籍
の
翻
訳
に
携
わ
っ
た
。
ま
た
、
王
韜
は
長
い
香
港
逃
亡
生
活
の
間
に
、
英
国
の
漢
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

リ
ッ
ジ
（Jam

es Legge, 1815-97

）
と
共
同
で
儒
家
経
典
を
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、『
尚
書
』（
第
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三
巻
、
一
八
六
五
）、『
詩
経
』（
第
四
巻
、
一
八
七
一
）、『
左
傳
』（
第
五
巻
、
一
八
七
二
）
等
の
『
中
国
経
書
』

（T
he Chinese Classics

）
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
西
洋
で
出
版
さ
れ
た
。
王
韜
は
、「
西
書
漢
訳
」「
漢
書
西
訳
」

を
行
い
、
東
西
洋
の
「
自
他
認
識
」
を
遂
行
し
た
近
代
中
国
の
知
識
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
（
二
）
蘭
学
・
洋
学
の
発
達
と
そ
の
翻
訳

　

幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
日
本
の
学
問
は
、
儒
学
か
ら
蘭
学
・
洋
学
に
転
じ
、
次
第
に
西
洋
文
明

の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
近
代
日
本
の
知
識
人
は
安
易
に
外
来
思
想
を
受
容
す
る
こ
と
な

く
、
東
洋
の
学
問
や
価
値
観
と
葛
藤
し
な
が
ら
西
洋
文
明
の
価
値
観
を
咀
嚼
し
、
情
報
を
蒐
集
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
ら
し
い
実
用
性
の
高
い
学
問
を
模
索
し
よ
う
と
し
た
。

　
（
１
）
新
井
白
石
、
高
橋
景
保

　

江
戸
中
期
以
降
、
新
井
白
石
（
一
六
五
七
─
一
七
二
五
）
は
積
極
的
に
西
洋
の
情
報
を
入
手
し
、『
西
洋

紀
聞
』『
采
覧
異
言
』
を
著
し
た
。
ま
た
、
徳
川
吉
宗
（
一
六
八
四
─
一
七
五
一
）
は
漢
訳
蘭
書
の
輸
入
禁

止
を
緩
和
し
、「
蘭
学
」
が
発
展
し
た
。
日
本
は
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
報
や
知
識
を
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
徳
川
社
会
は
鎖
国
状
態
に
あ
っ
た
が
、「
蘭
学
」
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
世
界
と
の
交
渉
パ
イ
プ
を
保
っ
て
い
た
。
幕
末
維
新
期
に
は
、
西
洋
近
代
文
明
を
取
り
入
れ
る
「
蘭
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学
」
が
さ
ら
に
流
行
し
、
各
藩
武
士
の
子
弟
は
積
極
的
に
兵
学
や
砲
術
を
学
び
、
こ
れ
を
国
防
の
要
と
し

た
。
当
時
、「
蕃
書
調
所
」
に
は
西
洋
知
識
を
備
え
た
多
く
の
「
蘭
学
者
」
が
招
聘
さ
れ
、
高
い
レ
ベ
ル

の
教
師
陣
が
揃
え
ら
れ
た
。「
蘭
学
」が
流
行
す
る
の
に
伴
っ
て
、幕
府
は
天
文
学
者
高
橋
景
保（
一
七
八
五

─
一
八
二
九
）
の
建
議
を
容
れ
、
一
八
一
一
年
、
天
文
方
に
「
蕃
書
和
解
御
用
」
を
設
け
て
洋
書
を
翻
訳

さ
せ
た
。
ま
た
、幕
府
は
西
洋
砲
術
の
知
識
を
得
る
た
め
、一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
に
日
本
へ
伝
わ
っ

た
オ
ラ
ン
ダ
人J. N

. Calten

著
の
『
海
上
砲
術
教
諭
手
引
き
』（L

eiddraad bej het O
nderrigt in de Z

ee-

A
ritilleri, D

elft, 1832
）
を
訳
出
さ
せ
た（

（（
（

。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
間
も
な
く
、『
高
島
流
砲
術
伝
書（

（（
（

』『
西
洋
銃

陣
図
説
』
等
、
多
く
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
特
に
天
保
期
に
は
、『
砲
弾
製
造
教
本
』『
粉
砲
考
』
等
の

技
術
書
が
相
次
い
で
翻
訳
さ
れ
た
。
弘
化
年
間
に
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
砲
術
書
は
二
十
一
種
、
嘉
永
年
間
に

は
三
十
六
種
に
及
ん
だ（

（（
（

。
こ
う
し
た
洋
書
和
訳
の
風
潮
は
、
近
代
知
識
人
の
西
洋
文
明
や
科
学
技
術
に
対

す
る
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
日
本
が
開
国
へ
と
向
か
う
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
（
２
）
箕
作
阮
甫

　

箕
作
阮
甫
は
、
一
八
三
九
（
天
保
一
〇
）
年
に
、
幕
府
が
西
洋
知
識
を
持
つ
「
蘭
学
者
」
登
用
の
た
め

に
設
置
し
た
「
蕃
書
和
解
御
用
」
の
翻
訳
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
五
三
年
六
月
、
ペ
リ
ー
の
最
初
の
来

航
の
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ミ
ラ
ー
ド
・
フ
ィ
ル
モ
ア
（M

illard Fillm
ore, 1800-74

）
の
国
書
を
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翻
訳
す
る
よ
う
命
を
受
け
、
ま
た
、
同
年
七
月
に
は
、
ロ
シ
ア
使
節
エ
フ
ィ
ム
・
ワ
シ
リ
エ
ビ
ッ
チ
・
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
（Evfem

i V
asilievitch Putiatin, 1803-83

）
の
国
書
も
翻
訳
し
て
い
る
。
箕
作
阮
甫
は
そ

の
外
国
語
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
外
交
文
書
や
世
界
地
理
図
誌
を
翻
訳
し
、
幕
府
の
対
外
交
渉
の
ブ

レ
ー
ン
の
一
員
と
な
っ
た
。
箕
作
の
翻
訳
は
、『
和
蘭
文
典
』『
海
上
砲
術
全
書
（
共
訳
）』
を
は
じ
め
と
し
、

語
学
・
兵
学
・
造
船
学
・
地
理
学
な
ど
の
諸
分
野
に
及
び
、
百
六
十
冊
あ
ま
り
の
翻
訳
書
を
出
し
た
。

　
（
３
）
佐
久
間
象
山

　

佐
久
間
象
山
の
場
合
は
、
辞
書
に
頼
り
な
が
ら
独
学
で
蘭
学
を
習
い
始
め
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
勃
発
直
後
、

彼
は
山
寺
源
太
夫
宛
て
の
書
簡
で
、「
西
洋
兵
書
を
昼
夜
研
精
仕
り
候
、
近
来
は
読
候
事
も
旧
に
比
し
候

へ
ば
稍
力
を
得
善
き
、
詞
書
に
頼
り
熟
考
だ
に
仕
し
候
へ
ば
や
や
難
解
の
所
と
い
へ
ど
も
、
多
く
埓
明
き

申
し
候
」（
一
八
四
四
年
六
月
下
旬
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
読
洋
書
」
で
は
「
壯
年
貴
苦
學
、
博
渉

宜
無
常
、
旁
執
西
洋
書
、
日
日
課
數
章
。
太
易
本
無
體
、
至
神
室
有
方
、
新
舊
互
相
發
、
斯
理
生
輝
光
。

心
解
真
決
河
、
沛
然
誰
禦
防
、
惜
宋
明
賢
學
、
與
共
此
學
場
（
壮
年
期
に
は
領
域
を
問
わ
ず
、
大
い
に
学
問

に
励
む
べ
き
だ
。
洋
書
を
手
に
し
て
、
日
々
数
章
を
読
む
と
良
い
。
太
易
は
も
と
よ
り
形
の
な
い
も
の
で
あ
り
、

神
室
に
至
り
て
、
そ
の
方
法
が
あ
る
。
新
旧
の
学
問
を
相
互
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
理
は
明
晰
と
な
り
、

惑
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
心
中
に
確
た
る
信
念
を
以
て
、
宋
明
の
賢
学
と
、
こ
の
学
問
の
場
を
と
も
に
分
か
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ち
合
い
た
い
）」（
一
八
四
四
年
六
月
作
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
儒
学
を
勉
強
す
る
傍
ら
、
日
々
身
辺

に
西
書
を
置
い
て
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ペ
リ
ー
来
航
後
の
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
、
象
山
は

「
釈
氏
」
の
中
で
、「
至
於
太
西
之
書
、
則
今
時
吾
輩
皆
知
其
讀
法
、
誦
説
解
釋
與
漢
籍
無
差
異
、
其
言
之

有
符
、
歴
歴
可
証
（
西
洋
の
書
に
つ
い
て
は
、
今
に
至
っ
て
、
吾
輩
は
そ
の
読
み
方
を
知
り
、
閲
読
と
解
読
は

漢
文
並
み
に
な
り
、論
証
に
も
根
拠
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
）」と
語
っ
て
い
る（

（（
（

。
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
ペ
リ
ー

来
航
ま
で
の
十
数
年
の
間
に
、
佐
久
間
象
山
は
そ
れ
ま
で
の
儒
学
重
視
の
姿
勢
か
ら
西
洋
知
識
重
視
の
姿

勢
に
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
（
４
）
内
藤
湖
南

　
「
京
都
中
国
学
」
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
─
一
九
三
四
）
は
、
一
八
九
九
年
に

中
国
を
旅
し
た
折
、
改
革
派
の
張
菊
生
（
元
濟
、
一
八
六
七
─
一
九
五
九
）・
嚴
復
・
文
廷
式
ら
と
対
談
し
、

筆
談
記
録
「
燕
山
楚
水
」
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
中
国
で
翻
訳
書
の
出
版
に
力
を
尽
く
し
た
張

菊
生
と
の
長
時
間
に
わ
た
る
対
談
の
記
録
が
あ
る
。
張
菊
生
は
、「
弊
国
前
四
十
餘
年
よ
り
、
已
に
変
法

の
説
あ
り
、
西
人
に
效
法
す
る
所
の
者
、
其
事
亦
復
少
か
ら
ず
、
而
し
て
成
效
茫
然
、
且
つ
今
の
所
謂
洋

務
人
材
、
亦
秪
だ
其
の
皮
毛
を
知
り
て
、
而
し
て
其
神
髄
を
得
る
能
は
ざ
る
は
、
則
ち
本
を
揣
ら
ず
し
て

而
し
て
末
を
齊
し
う
し
、
人
材
培
養
を
以
て
先
と
為
す
能
は
ざ
る
に
由
る
也（

（（
（

」
と
、
当
時
の
中
国
の
洋
務
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運
動
の
空
洞
化
を
嘆
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
内
藤
湖
南
は
、「
洋
務
人
材
多
く
輕
佻
儇
薄
、
敝
邦
前
十
年
、

亦
復
是
の
如
し
、専
ら
言
語
に
敏
に
し
て
、而
し
て
書
を
讀
み
義
を
繹
ぬ
る
を
會
せ
ず
、意
ふ
に
数
年
の
後
、

貴
邦
も
潜
思
発
明
の
人
を
出
さ
ん（

（（
（

」
と
答
え
、
翻
訳
書
を
無
視
し
、
中
国
の
人
材
育
成
が
停
滞
し
て
い
る

こ
と
に
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
藤
湖
南
が
「
嚴
又
陵
（
嚴
復
）
天
演
論
の
若
き
、
蓋
し
そ
の
先

聲
な
り
、
貴
邦
人
士
、
義
理
精
透
、
此
書
の
若
き
を
喜
ぶ
者
多
き
を
得
る
や
否
や
」
と
尋
ね
る
と
、
張
菊

生
は
、「
天
演
論
一
書
、
自
敝
邦
數
十
年
譯
書
中
最
善
本
、
喜
讀
者
亦
人
に
乏
し
か
ら
ず（

（（
（

」
と
回
答
し
た
。

即
ち
、
近
代
化
を
推
進
す
る
中
国
の
知
識
人
に
は
、
翻
訳
書
を
通
し
て
西
洋
の
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
徐
々
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
報
告
で
は
、
上
述
し
た
近
代
日
中
の
知
識
人

が
西
洋
の
知
識
を
吸
収
す
る
た
め
に
行
っ
た
「
漢
訳
西
書
」「
和
訳
西
書
」「
和
書
漢
訳
」
の
機
能
を
論
じ
た
。

五
　
近
代
日
中
知
識
人
の
知
恵
と
現
代
的
意
義

　

本
報
告
で
取
り
上
げ
た
十
四
人
の
「
知
識
人
」
は
、
前
近
代
の
「
士
大
夫
」
や
「
読
書
人
」、
あ
る
い

は
単
な
る
イ
ン
テ
リ
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
ら
は
「
近
代
化
」
に
お
け
る
国
家
転
換
に
直
面
し
た
越
境
者

で
あ
り
、
激
動
の
時
代
の
渦
中
で
苦
難
や
悲
し
み
を
乗
り
越
え
た
啓
蒙
思
想
家
で
あ
っ
た
と
定
義
し
た
い
。
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（
一
）
近
代
中
国
知
識
人
の
「
日
本
観
」
を
め
ぐ
る
知
恵

　

王
韜
・
李
春
生
・
張
徳
彝
・
梁
啓
超
・
林
献
堂
・
戴
季
陶
は
、
い
ず
れ
も
近
代
の
中
国
・
台
湾
の
啓
蒙

思
想
家
で
あ
る
。
彼
ら
は
中
華
思
想
を
背
負
い
、
孔
孟
の
道
に
お
け
る
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
の

道
徳
教
育
を
受
け
て
、
儒
教
・
漢
学
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的
学
問
を
根
強
く
持
ち
、
そ
の
学
問
的
価
値

を
捨
て
な
か
っ
た
。
西
洋
の
近
代
思
想
の
洗
礼
を
受
け
、
先
進
的
な
政
治
体
制
を
模
倣
し
て
、
変
法
維
新

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
時
、
彼
ら
に
は
「
弱
肉
強
食
」「
優
勝
劣
敗
」
の
潮
流
に
合
わ
な
い
封
建
的
儒
教

思
想
を
厳
し
く
批
判
す
る
側
面
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
道
徳
を
重
ん
じ
る
儒
教
的
価
値
を
堅
く
信
じ
て
い

た
。
い
わ
ば
、
彼
ら
は
「
伝
統
」
と
「
近
代
」
の
狭
間
で
揺
れ
た
在
野
の
知
識
人
で
も
あ
る
。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
、
中
国
は
自
強
運
動
、「
中
体
西
用
」
な
ど
を
図
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
に
よ
る
開
港
、

日
清
戦
争
に
お
け
る
敗
北
な
ど
、
相
次
ぐ
不
運
に
み
ま
わ
れ
た
。「
西
洋
の
衝
撃
（W

estern im
pact

）」

に
さ
ら
さ
れ
、危
機
に
瀕
し
た
中
国
、あ
る
い
は
被
植
民
地
状
態
に
あ
っ
た
台
湾
に
お
い
て
、西
洋
の
自
由
・

平
等
・
民
権
を
求
め
つ
つ
、
い
か
に
自
国
の
学
問
的
価
値
を
維
持
し
、
富
強
を
達
成
し
て
い
く
か
、
知
識

人
ら
は
知
恵
を
出
し
合
っ
た
。
中
華
世
界
的
学
問
の
優
越
性
と
近
代
西
洋
文
明
と
の
衝
突
に
直
面
し
、
彼

ら
は
自
ら
の
思
想
様
式
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
変
化
さ
せ
、
そ
の
日
本
認
識
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
他
者
に
対
す
る
認
識
が
不
足
し
、
齟
齬
の
あ
っ
た
「
興
亜
」
思
想
の
危
機
か
ら
脱
却
す
る
機
会
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を
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
越
境
す
る
近
代
中
国
知
識
人
に
よ
る
「
中

体
西
用
」
の
再
認
識
及
び
そ
の
「
日
本
観
」
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
。

　
（
二
）
近
代
日
本
知
識
人
の
中
国
・
ア
ジ
ア
認
識

　

幕
末
か
ら
戦
前
ま
で
の
日
本
の
中
国
・
西
洋
認
識
に
つ
い
て
、
個
々
の
思
想
家
・
政
治
家
、
あ
る
い
は

個
別
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
お
び
た
だ
し
い
数
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
日
本
の

知
識
人
の
中
国
・
ア
ジ
ア
認
識
や
「
自
他
認
識
」
を
検
討
し
た
研
究
は
多
く
な
い
。
近
代
中
国
知
識
人
の

他
者
で
あ
っ
た
日
本
が
西
洋
の
学
問
、
思
想
を
受
容
す
る
姿
勢
を
よ
り
明
確
に
描
き
出
す
た
め
、
本
報
告

で
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
幕
末
か
ら
近
現
代
ま
で
の
日
本
知
識
人
の
思
想
主
張
を
比
較
・
検
討
す
る
。

　

先
に
取
り
上
げ
た
自
由
民
権
派
の
小
室
信
介
は
、
清
仏
戦
争
を
観
察
し
た
際
、
西
洋
列
強
に
対
抗
す
る

た
め
、
中
日
同
盟
締
結
を
支
持
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
清
軍
腐
敗
の
実
情
を
知
っ
て
、
そ

れ
ま
で
中
国
に
抱
い
て
い
た
畏
敬
や
崇
拝
の
念
を
徐
々
に
失
い
、
侮
蔑
の
念
を
持
ち
始
め
た
と
い
え
る
。

竹
内
好
は
、
歴
史
は
未
開
か
ら
文
明
へ
の
一
方
通
行
だ
と
す
る
歴
史
観
を
軸
に
し
て
世
界
を
解
釈
す
る
思

想
を
「
文
明
一
元
観
」
と
定
義
し
、
日
本
が
こ
の
「
文
明
一
元
観
」
を
根
底
に
し
て
近
代
化
を
進
め
、
国

策
を
決
定
す
る
傾
向
は
、
日
清
戦
争
の
検
証
を
経
て
定
着
し
、
一
九
四
五
年
ま
で
一
度
も
変
更
さ
れ
な

か
っ
た
と
す
る（

（（
（

。
ま
た
、
近
代
日
本
の
中
国
認
識
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
竹
内
は
、「
日
本
人
の
思
想
な
り
、
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心
理
な
り
が
全
体
と
し
て
、
戦
前
と
戦
後
と
で
根
本
的
に
変
化
は
な
い
、
そ
し
て
、
日
本
人
の
あ
ら
ゆ
る

中
国
観
の
根
底
に
、
意
識
す
る
と
せ
ぬ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
に
対
す
る
侮
蔑
感
が
あ
る
」
と
判
断
す

る（
（（
（

。
こ
う
し
た
侮
蔑
感
は
い
つ
現
れ
た
の
か
。
福
沢
諭
吉
は
極
め
て
厳
し
い
目
で
当
時
の
中
国
の
状
況
と

民
心
の
変
化
を
と
ら
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

従
来
日
本
人
は
支
那
人
を
軽
侮
し
、
遅
鈍
な
り
と
云
ひ
し
は
大
な
る
誤
に
し
て
、
之
を
実
際
に
徴
す

る
に
支
那
政
府
並
人
民
と
も
決
し
て
遅
鈍
因
循
な
ら
ず
。
近
く
之
を
朝
鮮
政
策
に
徴
し
て
、
日
本
支

那
両
国
人
を
比
較
す
る
に
、
孰
れ
が
遅
鈍
因
循
に
し
て
確
た
る
定
見
も
な
く
徒
ら
に
一
日
の
安
を
偸

ま
ん
と
し
、
孰
れ
が
活
発
勇
敢
に
し
て
機
に
後
れ
ず
其
所
思
を
実
行
し
、
傲
然
他
を
し
て
睥
睨
し

て
其
恨
悔
煩
悶
す
る
を
笑
ふ
の
実
あ
り
と
す
る
か
。
我
輩
は
之
を
言
ふ
に
忍
び
ず
。（『
時
事
新
報
』

一
八
八
三
・
三
・
一
三
）

　

福
沢
は
、
清
国
の
軍
制
や
中
国
人
の
愛
国
心
、
技
量
に
対
す
る
低
い
評
価
か
ら
、
清
国
を
降
伏
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
、
甲
申
事
変
に
際
し
て
は
日
清
の
戦
争
を
煽
っ
た（

（（
（

。
さ
ら
に
、
一
八
八
五
（
明
治

一
八
）
年
三
月
一
六
日
付
の
『
時
事
新
報
』
に
「
脱
亜
論
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
一
連
の
ア
ジ
ア
蔑
視
の

思
想
に
つ
い
て
、
安
川
寿
之
輔
は
、
福
沢
が
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
思
想
と
ア
ジ
ア
蔑
視
観
形
成
の
最
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大
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
い
た
る
近
代
日
本
の
道
の
り
に

対
す
る
「
反
省
と
け
じ
め
」
を
「
日
清
戦
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
」
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
福
沢
の
幕
末

啓
蒙
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
竹
内
が
い
う
よ
う
に
、
こ

の
侮
蔑
感
は
「
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
日
清
戦
争
後
の
産
物
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
日
清
戦
争
前
の
畏
怖
感
を
裏
が
え
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
一
方
か

ら
他
方
へ
容
易
に
移
る
し
、
ま
た
混
在
す
る
こ
と
も
で
き
る（

（（
（

」。
家
永
三
郎
が
、「
日
清
戦
争
は
、
従
来
先

進
文
明
国
と
し
て
、
ま
た
大
国
と
し
て
、
と
か
く
敬
畏
の
目
を
も
っ
て
見
る
傾
き
の
強
か
っ
た
日
本
人
の

対
中
国
観
を
一
変
さ
せ
た
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に（

（（
（

、
日
本
は
日
清
戦
争
の
勝
利
、
台
湾
の
植
民
地
化
、
南

満
洲
道
付
属
地
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
中
国
へ
の
優
越
意
識
を
大
き
く
し
た
。
こ
の
一
連
の
歴
史

意
識
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
、
野
村
浩
一
は
、
近
代
日
本
の
中
国
認
識
は
「
失
敗
の
歴
史
」
で
あ
る
と
し
、

こ
の
歴
史
は
現
在
も
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

　

十
九
世
紀
後
半
の
「
西
洋
の
衝
撃
」
以
降
、
日
中
間
で
は
「
ア
ジ
ア
主
義
」、「
ア
ジ
ア
連
帯
論
」
が
言

わ
れ
、
ま
た
「
興
亜
会
」
が
成
立
す
る
（
一
八
八
三
年
に
ア
ジ
ア
協
会
に
改
名
）
な
ど
、
友
好
的
な
流
れ
も

形
成
さ
れ
た
が
、他
方
で
日
本
の
対
中
侮
蔑
感
や
脱
亜
論
な
ど
に
よ
っ
て
、葛
藤
の
時
期
に
も
あ
っ
た
。「
東

ア
ジ
ア
近
代
史
の
転
換
点
」
と
し
て
日
清
戦
争
を
起
点
と
す
る
近
代
日
本
の
歪
ん
だ
中
国
な
い
し
は
ア
ジ

ア
に
対
す
る
認
識
が
存
在
し
て
い
た
一
方
で
、
本
報
告
で
は
日
本
知
識
人
が
い
か
に
自
我
を
主
張
し
、
ま
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た
他
者
認
識
の
思
想
が
い
か
に
変
化
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
近
代
中
国
知
識
人
が
再
検
討

し
た
「
中
体
西
用
」
と
文
明
開
化
を
め
ぐ
る
日
本
知
識
人
の
「
和
魂
漢
才
」
か
ら
「
和
魂
洋
才
」
へ
の
転

換
に
対
し
、
思
想
交
流
史
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
変
遷
の
実
態
を
把
握
し
、
日
中
両

国
に
お
け
る
近
代
化
の
異
同
思
想
の
本
質
を
考
察
す
る
。

　

ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
以
降
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
思
想
の
受
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
て

行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
は
「
伝
統
と
近
代
」
に
関
わ
っ
て
い
る
。
日
本
の
伝
統
的
学
問
（
主
に

儒
学
）
は
中
国
的
要
素
と
切
り
離
し
に
く
い
が
、
日
本
に
と
っ
て
儒
教
は
外
来
の
思
想
で
あ
り
、
中
国
の

伝
統
儒
教
の
あ
り
方
と
は
異
な
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
日
中
の
知
識
人
は
、
そ
の
成
長
の
過
程
や
思
想

的
背
景
が
異
な
る
と
は
い
え
、
共
に
儒
教
の
教
養
や
伝
統
的
学
問
教
育
を
受
け
た
イ
ン
テ
リ
で
あ
る
。
例

え
ば
、
塩
谷
宕
陰
は
、
理
想
的
文
明
世
界
に
お
い
て
は
、
表
面
的
な
技
術
の
優
位
に
よ
っ
て
利
益
を
ひ
た

す
ら
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
実
践
道
徳
の
実
学
的
態
度
を
国
家
レ
ベ
ル
に
ま
で
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
且
つ
「
礼
楽
和
譲
」
の
原
則
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
佐
久
間
象
山
は
、
儒
教
の
立

場
と
西
洋
科
学
の
精
神
や
技
術
を
統
合
し
た
。
そ
の
根
本
的
な
意
義
は
、
精
神
面
に
お
け
る
伝
統
的
価
値

理
念
（identity

）
の
維
持
と
、実
用
面
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
採
用
に
あ
り
、「
截
長
補
短
」（
長
所
を
取
っ

て
短
所
を
補
う
）
が
「
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術
」
の
基
本
理
念
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
箕
作
阮
甫
は
、
医
学
書
・
地
理
書
や
外
交
文
書
の
翻
訳
を
通
じ
て
、
攘
夷
・
開
国
期
の
幕
府
の
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対
外
政
策
に
貢
献
し
た
。
中
村
正
直
は
「
洋
学
者
に
転
じ
た
漢
学
者
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
漢
文
著
作
は
日

本
社
会
の
啓
蒙
的
意
義
と
結
び
つ
い
て
、注
目
を
浴
び
た（

（（
（

。
岡
千
仭
は
漢
学
教
育
を
重
ん
じ
て
、私
塾
「
綏

猷
堂
」
を
開
く
と
と
も
に
、
翻
訳
を
通
し
た
西
洋
知
識
の
普
及
を
志
し
、
明
治
初
期
に
は
『
米
利
堅
志　

繙
訳
』
等
を
翻
訳
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
知
識
人
の
思
想
を
論
考
す
る
際
に
は
、
さ
ら
に
歴
史

意
識
の
内
面
に
立
ち
入
り
、「
自
他
認
識
」
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
中
国
・
西
洋
へ
の
認
識
の
真
の
姿
を
捉

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
　
語

　

近
代
日
中
に
お
け
る
「
東
ア
ジ
ア
」
的
発
想
に
関
す
る
地
域
史
研
究
の
多
く
は
、
政
治
や
経
済
を
扱
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
化
的
・
思
想
的
交
流
に
関
す
る
論
考
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
報
告
は
近
代
化

に
お
け
る
日
本
と
中
国
の
関
係
に
重
点
を
置
き
、
日
中
知
識
人
の
思
想
変
遷
の
歴
史
的
文
脈
の
中
で
、
そ

の
主
な
思
想
・
主
張
の
裏
に
潜
む
価
値
体
系
を
見
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
興
亜
」
と
「
脱
亜
」
の
思
想
動

態
を
提
示
し
、「
自
他
認
識
」
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
い
う
問
題
意
識
に
立
っ
て
い
る
。
主
と
し
て
、
日

本
を
媒
介
と
し
た
西
洋
近
代
認
識
を
め
ぐ
る
思
想
交
流
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
、
過
去
の
日
中
知
識
人
の

知
恵
を
生
か
し
て
、
東
ア
ジ
ア
社
会
の
現
代
的
意
義
に
示
唆
を
与
え
る
分
析
を
進
め
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
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越
境
し
た
知
識
人
ら
の
意
識
や
行
為
が
、
過
去
に
お
い
て
「
伝
統
」
の
あ
っ
た
学
問
を
従
来
の
枠
組
み
に

よ
っ
て
受
け
止
め
る
一
方
、
い
か
に
他
者
の
良
さ
を
認
識
し
、
実
用
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（M

odernism

）

＝
西
洋
世
界
の
文
明
・
秩
序
・
制
度
・
思
想
な
ど
も
取
り
入
れ
た
か
を
比
較
分
析
し
た
。
ま
た
、
当
時
の

知
識
人
ら
の
自
国
に
対
す
る
主
張
を
再
認
識
し
、
そ
れ
を
世
界
的
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
、
東
ア
ジ
ア

に
つ
い
て
一
種
の
共
時
性
を
持
っ
た
文
化
・
思
想
交
渉
史
の
実
態
を
論
じ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
分

野
の
膨
大
な
範
疇
か
ら
い
え
ば
、本
報
告
が
取
り
扱
っ
た
内
容
は
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
。
さ
ら
に「
日

中
」
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
問
題
を
総
合
的
に
捉
え
直
す
必
要
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
報
告
は
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
、十
四
名
の
知
識
人
の
「
自
他
認
識
」「
思
想
変
遷
」
に
焦
点
を
据
え
た
。
こ
の
試
み
が
、

東
ア
ジ
ア
全
体
の
人
物
思
想
交
流
史
に
発
展
す
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

注（
１
）　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
、
芳
賀
徹
訳
『
日
本
人
の
西
洋
発
見
』（
東
京
：
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
）、
四
七
─
四
八
頁
。

（
２
）　
「
伝
統
と
近
代
」
を
思
想
転
換
と
の
関
連
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
論
考
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
松
本
三
之
介
『
明
治

思
想
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
』（
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
）。
同
『
近
代
日
本
の
中
国
認
識
─
─
徳
川
期
儒

学
か
ら
東
亜
協
同
体
論
ま
で
』（
東
京
：
以
文
社
、
二
〇
一
一
）。
依
田
憙
家
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『
日
中

両
国
の
伝
統
と
近
代
化
』（
東
京
：
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
二
）。
佐
藤
慎
一
『
近
代
中
国
の
知
識
人
と
文
明
』（
東
京
：
東
京
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大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
）。
徐
水
生
著
、
阿
川
修
三
・
佐
藤
一
樹
訳
『
近
代
日
本
の
知
識
人
と
中
国
哲
学
』（
東
京
：
東

方
書
店
、
二
〇
〇
八
）。
山
室
信
一
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
思
想
連
鎖
」
同
『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
─
─
基
軸
・
連
鎖
・

投
企
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
）
所
収
、
藤
田
雄
二
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
明
の
対
抗
─
─
攘
夷
論
と
守
旧
論
に

関
す
る
日
本
、
朝
鮮
、
中
国
の
比
較
研
究
』（
東
京
：
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
一
）。
狭
間
直
樹
編
『
西
洋
近
代
文
明
と

中
華
世
界
』（
京
都
：
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
）。
金
鳳
珍
「
伝
統
と
近
代
の
間
、
そ
し
て
現
代
と
将
来
」
同

『
東
ア
ジ
ア
「
開
明
」
知
識
人
の
思
惟
空
間
』（
福
岡
：
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）。
余
項
科
『
中
国
文
明
と
近
代
的

秩
序
形
成
』（
京
都
：
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
四
）。
飯
田
鼎
「
幕
末
・
維
新
時
の
思
想
家
に
み
る
啓
蒙
と
抵
抗
」
同
『
幕
末
・

明
治
の
士
魂
─
─
啓
蒙
と
抵
抗
の
思
想
的
系
譜
』（
東
京
：
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
五
）。
松
田
宏
一
郎
『
江
戸
の
知
識

か
ら
明
治
の
政
治
へ
』（
東
京
：
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
）。

（
３
）　

ア
ジ
ア
人
の
世
界
「
発
見
」
に
つ
い
て
、
藤
間
生
大
は
、
魏
源
の
ア
ヘ
ン
戦
争
敗
北
の
反
省
や
一
八
四
〇
年
代
か
ら

中
国
の
思
想
変
革
の
方
向
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
詳
し
く
は
氏
の
「
近
代
成
立
期
の
中
国
人
の
思
想
変
革
─
─
魏
源
を

中
心
に
」
同
『
近
代
東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
』（
東
京
：
春
秋
社
、
一
九
七
七
）、
七
三
─
一
五
九
頁
参
照
。
近
代
日
本
と

西
洋
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
野
田
又
夫
・
田
丸
徳
善
・
峰
島
旭
雄
編
『
近
代
日
本
思
想
の
軌
跡
─
─
西
洋
と
の
出
会
い
』

（
東
京
：
北
樹
出
版
、
一
九
八
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）　

山
室
信
一
「
知
の
回
廊
─
─
近
代
世
界
に
お
け
る
思
想
連
鎖
の
一
前
提
」
溝
部
英
章
執
筆
者
代
表
『
近
代
日
本
の
意

味
を
問
う
』（
東
京
：
木
鐸
社
、
一
九
九
二
）、
一
一
六
頁
。
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（
５
）　
「
自
他
認
識
」
及
び
そ
の
意
味
に
近
い
用
語
を
用
い
て
研
究
し
た
論
著
は
、
桂
島
宣
弘
「
宣
長
の
「
外
部
」
─
─

十
八
世
紀
の
自
他
認
識
」『
思
想
』（
九
三
二
号
、
二
〇
〇
一
）
所
収
。
同
氏
「
華
夷
思
想
の
解
体
と
自
他
認
識
の
変
容
─

─
十
八
世
紀
末
期
─
十
九
世
紀
初
頭
期
を
中
心
に
」
島
園
進
ほ
か
編
『
岩
波
講
座　

近
代
日
本
の
文
化
史
二
巻　

コ
ス
モ

ロ
ジ
ー
の
「
近
世
」』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
─
二
〇
〇
三
）
所
収
。
同
氏
「
洋
学
思
想
史
の
一
考
察
─
─
自
他
認
識

の
視
点
か
ら
」『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』（
二
〇
号
、
二
〇
〇
三
）
所
収
。
同
氏
『
自
他
認
識
の
思
想
史
』（
有
志
舎
、

二
〇
〇
八
）。
西
田
毅
編
『
近
代
日
本
の
ア
ポ
リ
ア
─
─
近
代
化
と
自
我
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
相
』（
京
都
：
晃
洋
書
房
、

二
〇
〇
二
）。
加
藤
尚
武
編
『
他
者
を
負
わ
さ
れ
た
自
我
知
─
─
近
代
日
本
に
お
け
る
倫
理
意
識
の
軌
跡
』（
京
都
：
晃
洋

書
房
、
二
〇
〇
三
）。
山
室
信
一
「
空
間
認
識
の
視
角
と
空
間
の
生
産
」
同
氏
編
『
岩
波
講
座　
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
第

八
巻　

空
間
形
成
と
世
界
認
識
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
）、
一
─
一
八
頁
所
収
。
桐
原
健
真
『
吉
田
松
陰
の
思

想
と
行
動
─
─
幕
末
日
本
に
お
け
る
自
他
認
識
の
転
回
』（
仙
台
：
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
）。
松
田
宏
一
郎
「「
亜

細
亜
」
の
「
他
称
」
性
」
前
掲
同
氏
著
書
、
一
七
九
─
二
一
四
頁
所
収
な
ど
、
一
連
の
研
究
が
あ
る
。

（
６
）　

大
村
斐
夫
宛
て
の
箕
作
阮
甫
書
簡
。
玉
木
存
『
開
国
─
─
箕
作
阮
甫
と
川
路
聖
謨
』（
創
林
社
、
一
九
八
三
）、
一
三
頁
。

（
７
）　

佐
久
間
象
山
『
省
諐
録
』、
宮
本
仲
『
佐
久
間
象
山
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
）、
二
七
一
頁
。

（
８
）　

丸
山
真
男
「
福
沢
の
儒
教
批
判
」『
戦
中
と
戦
後
の
間
』（
東
京
：
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
）、
九
六
頁
。

（
９
）　

李
曉
東
『
近
代
中
国
の
立
憲
構
想
─
─
厳
復
・
楊
度
・
梁
啓
超
と
明
治
啓
蒙
思
想
』（
東
京
：
法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
〇
五
）、
二
一
二
頁
。
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（
10
）　

前
掲
李
曉
東
著
書
、
二
一
一
頁
。

（
11
）　

前
掲
松
本
三
之
介
『
近
代
日
本
の
中
国
認
識
』、
一
五
〇
頁
。

（
12
）　

卞
崇
道
『
日
本
近
代
思
想
の
ア
ジ
ア
的
意
義
』（
東
京
：
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
八
）、
一
四
四
─
一
四
六
頁
。

（
13
）　

張
玉
萍
『
戴
季
陶
と
近
代
日
本
』（
東
京
：
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
）。

（
14
）　

戴
季
陶
『
日
本
論
』（
上
海
：
民
智
書
局
、
一
九
一
八
、
再
版
）、
七
八
頁
。

（
15
）　

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』（
京
都
：
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
）。
大
庭
脩
著
、
戚
印
平
・

王
勇
・
王
宝
平
訳
『
江
戸
時
代
中
国
典
籍
流
播
日
本
之
研
究
』（
杭
州
：
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
）
を
合
わ
せ
て
参

照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　

詳
し
く
は
松
浦
章
「
幕
末
明
治
期
に
お
け
る
漢
学
受
容
の
変
容
─
─
漢
譯
西
洋
書
の
受
容
」『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』

（
第
五
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）　

詳
し
く
は
山
室
信
一
「
日
本
学
問
の
持
続
と
転
回
」
松
本
三
之
介
・
山
室
信
一
校
注
『
日
本
近
代
思
想
大
系
一
〇　

学
問
と
知
識
人
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）、
四
七
五
─
四
八
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）　

前
掲
山
室
信
一
「
知
の
回
廊
」
論
文
、
一
三
四
頁
。

（
19
）　

日
本
報
告
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
は
、
実
藤
恵
秀
『
中
訳
日
本
報
告
目
録
』（
国
際
文
化
振
興
会
、
一
九
四
五
）
参
照
。

（
20
）　
『
天
学
初
函
』
は
、「
理
編
十
種
」（
天
主
教
理
、
西
洋
学
術
概
要
、
世
界
地
理
な
ど
）
と
「
器
編
十
種
」（
数
学
、
天
文
、

水
利
な
ど
）
の
翻
訳
書
が
収
録
さ
れ
、
計
二
十
編
と
な
っ
て
い
る
。
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（
21
）　

厳
復
「
原
強
修
訂
稿
」、
王
栻
『
嚴
復
集
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
六
）、
二
〇
頁
。

（
22
）　

詳
し
く
は
Ｂ
・
Ｉ
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
（
平
野
健
一
郎
訳
）『
中
国
の
近
代
化
と
知
識
人
─
─
厳
復
と
西
洋
』（
東
京
：

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）　
『
康
南
海
自
編
年
譜
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
九
二
）、
九
─
一
〇
頁
。

（
24
）　

同
右
注
、
一
四
頁
。

（
25
）　
『
日
本
書
目
志
』
は
現
在
ま
で
に
上
海
大
同
訳
書
局
刊
本
（
一
八
九
七
）、
台
湾
宏
業
書
局
影
印
本
（
一
九
七
六
）、
上

海
古
籍
出
版
社
標
点
本
（
一
九
九
二
）、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
（
二
〇
〇
七
）
な
ど
の
版
本
が
あ
る
。

（
26
）　
『
日
本
書
目
志
』、『
康
有
為
全
集
』
第
三
集
（
北
京
：
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）、
二
六
三
頁
。

（
27
）　
『
日
本
書
目
志
』
の
「
按
語
」（
コ
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
、
沈
国
威
「
康
有
為
及
其
『
日
本
書
目
志
』」『
惑
問

W
A

K
U

M
O

N

』
No.
５
（
二
〇
〇
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）　
『
日
本
書
目
志
』、『
康
有
為
全
集
』
第
三
集
（
北
京
：
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）、
三
二
九
頁
。

（
29
）　

同
右
注
、
三
五
七
頁
。

（
30
）　

同
右
注
、
三
五
七
頁
。

（
31
）　

同
右
注
、四
一
九
頁
。最
近
、康
有
為
の『
日
本
書
目
志
』編
纂
の
独
創
性
を
め
ぐ
る
論
考
が
出
て
い
る
。特
に
王
宝
平「
康

有
為
『
日
本
書
目
志
』
出
典
考
」、『
汲
古
』
第
五
七
号
（
古
典
研
究
会
編
、
二
〇
一
〇
・
六
）
に
お
い
て
、『
日
本
書
目
志
』

と
『
東
京
書
籍
出
版
営
業
者
組
合
員
書
籍
総
目
録
』（『
書
籍
総
目
録
』
一
八
九
三
・
七
）
と
を
分
類
比
較
し
、『
日
本
書
目
志
』
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の
編
集
方
法
は
『
書
籍
総
目
録
』
に
基
づ
い
た
も
の
と
指
摘
し
、『
日
本
書
目
志
』
未
収
書
の
原
因
究
明
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

（
32
）　

詳
し
く
は
周
文
莉
「
王
國
維
的
創
立
與
近
代
文
學
的
創
立
」、『
吉
林
化
工
學
院
學
報
』
二
〇
一
〇
年
第
五
期
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
33
）　

梁
啓
超
「
飲
冰
室
文
集
」
之
二
、『
飲
冰
室
合
集
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
八
九
八
）、
五
七
─
五
八
頁
に
収
録
。

（
34
）　

梁
啓
超
『
清
代
學
術
概
論
』、『
飲
冰
室
合
集
』
專
集
之
三
十
四
、六
五
頁
。

（
35
）　
『
飲
冰
室
合
集
』
文
集
之
一
、
中
華
書
局
、
六
八
頁
。

（
36
）　

該
書
が
『
海
上
砲
術
全
書
』（
二
十
八
巻
十
四
冊
、
海
上
礮
具
全
図
附
）
と
し
て
発
行
さ
れ
た
の
は
、
完
成
か
ら
十
二

年
後
の
、
一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
ペ
リ
ー
二
度
目
の
来
航
時
で
あ
っ
た
。

（
37
）　
『
高
島
流
砲
術
秘
伝
書
』
は
、
一
八
〇
七
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
た
メ
ェ
ー
レ
ン
（L. van der M

uelen

）

著
『
砲
術
入
門
』（H

andleiding in de A
rtillerie ; bestem

d tot het geven von onderw
ijs, op het K

adetten 

Instituut der M
arine von Zijin M

ajesteit den K
om

ing V
on H

olland, 1807

）
を
翻
訳
し
、
独
自
に
編
集
し
直
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
蘭
書
は
、
高
島
秋
帆
の
注
文
に
よ
っ
て
、
一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
長
崎
に
入
港
し
た
蘭
船
・
ト
ゥ

ヴ
ェ
ー
・
コ
ル
ネ
リ
ッ
セ
ン
号
が
舶
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
38
）　

佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
論
考
』（
京
都
：
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
）、
三
〇
〇
─
三
〇
一
頁
。

（
39
）　

池
田
哲
郎
「
佐
久
間
象
山
と
蘭
学
」『
福
島
大
学
学
芸
学
部
論
集
』
第
一
〇
（
一
）
号
、
一
九
五
九
。
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（
40
）　
「
燕
山
楚
水
」『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
二
巻
（
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
）、
一
〇
二
─
一
〇
三
頁
。

（
41
）　

前
掲
内
藤
湖
南
「
燕
山
楚
水
」、
一
〇
三
頁
。

（
42
）　

前
掲
内
藤
湖
南
「
燕
山
楚
水
」、
一
〇
三
頁
。

（
43
）　

竹
内
好
「
日
本
人
と
ア
ジ
ア
」『
竹
内
好
全
集
』
第
八
巻
（
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
）、
六
九
頁
。

（
44
）　

竹
内
好
「
日
本
人
の
中
国
観
」『
竹
内
好
全
集
』
第
四
巻
（
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
）、
八
─
九
頁
。

（
45
）　

伊
藤
之
雄
「
日
清
戦
前
の
中
国
・
朝
鮮
認
識
の
形
成
と
外
交
論
」
古
屋
哲
夫
編
『
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識
』（
京
都
：

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
四
）、
一
一
七
頁
。

（
46
）　

安
川
寿
之
輔
『
福
沢
諭
吉
の
ア
ジ
ア
認
識
』（
東
京
：
高
文
研
、
二
〇
〇
〇
）、
一
二
〇
頁
。

（
47
）　

前
掲
竹
内
好
「
日
本
人
の
中
国
観
」、
九
頁
。

（
48
）　

家
永
三
郎
「
中
国
・
朝
鮮
に
対
す
る
政
策
・
意
識
の
根
本
的
な
誤
り
と
歪
み
」『
太
平
洋
戦
争
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
）、
二
三
─
二
四
頁
。

（
49
）　

野
村
浩
一
『
近
代
日
本
の
中
国
認
識
─
─
ア
ジ
ア
へ
の
航
跡
』（
東
京
：
研
文
出
版
、
一
九
八
一
）、
四
七
頁
。

（
50
）　

平
川
祐
弘
『
天
ハ
自
ラ
助
ク
ル
モ
ノ
ヲ
助
ク
』（
名
古
屋
：
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。



発表を終えて

　日文研で一年間の研究活動の機会に恵まれたことは、1997 年 4 月から天理
大学に客員教授として長期滞在して以来、13 年ぶりのことでした。日文研の
図書館には、24 時間体制でいつでも利用できる便利さ、他の施設から図書の
取り寄せや文献の相互利用のシステムが整っており、大変助かりました。また、
毎週のように異なる分野の研究会が開催され、広く日本文化の分野に関心を
持つ世界各国の研究者と頻繁に会って、交流することができました。多くの
先生方から学恩を蒙ることができ、私の視野は大いに広がり、研究は大きく
前進しました。この国際文化交流、学術交流を重んじる研究機構で、久しぶ
りに落ち着いた研究の機会を与えてくださった関係各位に深謝致します。
　この度、日文研フォーラムにてコメンテーターをご担当くださった劉建輝
先生、準備委員会の佐野真由子先生、また研究協力課の皆様方には大変お世
話になりました。ここに感謝の意を表するとともに、当日ご出席くださった
稲賀繁美先生、井村哲郎先生、郭南燕先生、京都大学の辻元雅史先生、また
私と同時期の外国人研究員である楊曉捷先生（カナダ・カルガリー大学教授）、
劉岳兵先生（中国・南開大学教授）、大貫惠美子先生（アメリカ・ウィスコン
シン大学教授）から学問的、知的刺激を受け、ご教示を賜わりました。諸先
生方に心より感謝申し上げます。
　なお、私の発表に対し、ご参加の方々から「今日の台湾における思想的主
流は何でしょうか」、「江戸時代から現代に至るまで、日本と中国の儒教思想は、
果たして同一の思想であったと言えるでしょうか」など様々なご意見が寄せ
られました。これらのご質問は、この研究課題のさらなる発展のために、大
変貴重なものと受け止めております。
　日文研での滞在中、旧知の情を暖めることができ、また新しい出会いもあ
りました。日本各地の諸公私機関での資料調査を終えてからは、京都の美
しさをじっくり散策し、伏見稲荷神社、宇治の黄檗萬福寺、平等院などの寺
社を巡礼することもできました。これらの体験を良い思い出として大事にし、
また今後の国際学術交流にも生かしたいと思っております。この冊子が、近
代日中知識人の「自他認識」の一角を知ってい
ただくための一助になれば、と願っております。


